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こ
の
た
び
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ

ま
方
か
ら
温
か
い
ご
支
援
と
ご
厚
情

を
得
て
、
無
投
票
当
選
の
栄
を
与
え

て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
2
期
目
の

八
雲
町
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
無
投
票
で

の
再
選
は
、
心
し
て
町
政
を
執
行
せ

よ
と
の
町
民
皆
さ
ま
の
ご
下
命
を

賜
っ
た
も
の
と
受
け
と
め
、
改
め
て

そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
今

後
4
年
間
の
町
政
発
展
の
た
め
に
精

一
杯
の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
る
べ
く

決
意
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
4
年
間
を
顧
み
ま
す

と
、
私
は
自
ら
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ

ン
と
し
て
、
各
省
庁
や
八
雲
町
に
関

わ
り
の
あ
る
企
業
・
大
学
と
の
連

携
、
ま
た
各
方
面
か
ら
情
報
を
頂
い

た
企
業
を
訪
問
す
る
な
ど
「
八
雲

町
」
と
い
う
「
種
」
を
ま
き
続
け
て

参
り
ま
し
た
。

　

そ
の
種
が
「

つ
ぼ
み

」
と
な
り

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
し
ま
む
ら

八
雲
店
の
開
店
を
は
じ
め
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
ま
す
鉛
川
地

区
、
熊
石
地
区
で
の
地
熱
開
発
事
業

も
地
下
探
査
、
噴
気
試
験
な
ど
が
実

施
さ
れ
地
熱
発
電
に
向
か
っ
て
順
調

に
推
移
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
も

順
調
に
推
移
し
て
お
り
、
八
雲
町
の

物
産
を
通
し
て
、
町
を
P
R
で
き
る

大
き
な
手
段
と
し
て
効
果
を
上
げ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
先
、
八
雲
町
に
お
い
て
も
人

口
減
少
率
を
最
小
限
に
留
め
る
た
め

の
定
住
促
進
や
子
育
て
支
援
、
産
業

振
興
な
ど
の
対
策
が
大
変
重
要
で
あ

り
ま
す
。
地
域
の
宝
で
あ
り
ま
す
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
、
地
域
社

会
全
体
で
守
り
、
育
む
こ
と
の
で
き

る
ま
ち
を
目
指
し
、
子
育
て
家
庭
を

支
援
す
る
施
策
を
進
め
、
八
雲
町
経

済
の
核
で
あ
り
ま
す
農
業
を
社
会
情

勢
の
変
化
に
対
応
し
た
「
足
腰
の
強

い
産
業
」
に
育
て
る
た
め
、
個
別
経
営

に
お
け
る
生
産
拡
大
・
所
得
増
、
後

継
者
・
新
規
就
農
者
な
ど
の
担
い
手

対
策
の
強
化
、
協
業
型
法
人
や
農
作

八
雲
町
長　

岩

村

克

詔

か
つ

の
り

町
長
就
任
挨
拶

業
受
託
組
織
等
の
経
営
基
盤
の
確
立

に
つ
い
て
、
支
援
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
く
漁
業
に
つ
い
て
も

八
雲
町
の
重
要
な
基
幹
産
業
で
あ
り

ま
す
。
主
力
の
ホ
タ
テ
貝
は
、
夏
季

間
の
出
荷
が
課
題
で
あ
り
ま
す
の
で

年
間
を
通
し
て
の
出
荷
に
向
け
た
取

り
組
み
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ

ン
と
し
て
引
き
続
き
全
道
、
全
国
へ

八
雲
町
の
情
報
を
発
信
し
、
地
元
産

業
の
発
展
と
企
業
誘
致
な
ど
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
い
つ
ま

で
も
夢
と
希
望
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
町
民
の
皆
さ

ま
と
の
対
話
を
大
切
に
し
、
常
に
信

頼
さ
れ
る
行
政
の
執
行
に
積
極
的
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
八
雲

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
い
つ
ま
で
も

住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
ま
ち
づ
く
り
に
全
身
全
霊
を
か
け

て
取
り
組
む
こ
と
を
誓
い
、
就
任
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
住
民
が
夢
と
希
望
を
も
っ
て

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

　町長と話したい、町長の考えを聞いてみたいと

思っている町民の方との懇談会を開催しています。

【人数】５名以上（団体、個人は問いません）

【懇談時間】概ね１時間程度

◎希望の開催日時と会場を事前にお知らせください

（こちらから伺います）。随時受け付けしています。

※日程は町長の公務日程と調整させていただきます。

【申込先】

　企画振興課協働推進係 ☎0137－62－2300

　地域振興課まちづくり推進係 ☎01398－2－3111

町長との懇談会OK
いつでも
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11

月
10

日
、
選
挙
後
初
と
な
る
八
雲
町
議
会
第
６
回
臨
時

会
が
開
会
さ
れ
、
吉
田
邦
夫
氏
と
萬
谷
俊
美
氏
が
議
会
の
同

意
を
得
て
、
11

月
17

日
に
副
町
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

副
町
長
に

吉
田　

邦
夫
氏
と

萬
谷　

俊
美
氏
が

選
任
さ
れ
ま
し
た

　

昭
和
54

年
、
旧
八
雲
町
に
採
用

さ
れ
、
平
成
25

年
に
情
報
政
策
室

長
（
兼
）
新
幹
線
推
進
室
長
、
平

成
28

年
に
八
雲
総
合
病
院
建
設
企

画

課

長
（

兼

）
情

報

政

策

室

長

、

平
成
29

年
に
八
雲
総
合
病
院
事
務

長
を
歴
任
し
ま
し
た
。

　

昭
和
33

年
生
ま
れ
の
59

歳
。

　

昭
和
53

年
、
旧
熊
石
町
に
採
用

さ
れ
、
平
成
24

年
に
企
画
振
興
課

長
（
兼
）
情
報
政
策
室
長
（
兼
）
行

財
政
改
革
推
進
室
長
、（
兼
）
新
幹

線
推
進
室
長
を
歴
任
し
ま
し
た
。

　

昭
和
34

年
生
ま
れ
の
58

歳
。

吉
田　

邦
夫 

氏

萬
谷　

俊
美 
氏

※
11

月
10

日
、
八
雲
町
議
会
第
6
回

臨
時
会
で
、
議
会
議
長
に
能
登
谷

正
人
氏
、
副
議
長
に
黒
島
竹
満
氏

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

○
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　

 

外
崎　

正
廣 

氏

○
代
表
監
査
委
員　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
千
田　

健
悦 

氏

◎シルバープラザ
　12月30日（土）～1月4日（木）
◎八雲町公民館
　12月30日（土）～1月4日（木）
◎噴火湾パノラマパーク
　12月29日（金）～1月3日（水）
◎総合体育館
　12月28日（木）～1月4日（木）
◎町立図書館
　12月29日（金）～1月5日（金）

◎郷土資料館・木彫り熊資料館
　12月29日（金）～1月5日（金）
◎梅村庭園
　12月29日（金）～3月31日（土）
◎八雲町斎場・熊石斎場
　1月1日（月）～2日（火）

年末年始の
業務案内
記載されている期間が
お休みとなります

◎役場本庁・熊石総合支所・落部支所
　12月30日（土）～1月4日（木）
◎八雲総合病院・熊石国保病院
　12月30日（土）～1月4日（木）

年末年始は長期間お休みとなり
ますので、各種手続きはお休み
前にお済ませください

　

及
川
氏
は
、
昭
和
47

年
に
、
航
空
自
衛
隊
に
入
隊
、
昭
和
54

年
八
雲
分
屯
基
地
に
配
属
さ
れ
、
高
射
電
子
整
備
員
と
し
て
基

地
機
能
お
よ
び
防
空
態
勢
の
維
持
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
以
降
、

浜
松
基
地
、
三
沢
基
地
な
ど
に
勤
務
し
、
若
年
隊
員
の
育
成
指

導
に
活
躍
さ
れ
、
平
成
15

年
に
は
、
幹
部
自
衛
官
に
任
官
し
、

岐
阜
基
地
、
自
衛
隊
函
館
地
方
協
力
本
部
な
ど
の
勤
務
を
経
て

平
成
22

年
八
雲
分
屯
基
地
に
お
い
て
退
官
さ
れ
る
ま
で
38

年
の

永
き
に
わ
た
り
航
空
自
衛
官
と
し
て
、
国
家
国
民
の
平
和
と
安

全
の
た
め
に
職
務
に
従
事
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
た
び

の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。 瑞

宝
双
光
章
（
防
衛
功
労
）

ず
い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

及

川

範

夫 

氏

（
落
部
）

平
成
29
年 

秋
の
叙
勲

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

行
政
委
員
の
長
が

選
出
さ
れ
ま
し
た

ふるさと納税の
状況
平成29年度10月末現在（累計）

■寄附件数　28,382件
■寄附金額　315,116,187円

毎月寄附金の受入状況を報告します。
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〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

　

町
で
は
、
降
雪
期
間
（
12
月
〜

3
月
）
の
町
道
の
交
通
確
保
の
た

め
、
除
排
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

【
出
動
目
安
は
15
㎝
の
降
雪
！
】

　

出
動
基
準
は
15
㎝
の
降
雪
を
目

安
に
、
よ
り
き
め
細
か
い
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
、
道
路
状
況

に
よ
り
作
業
を
行
い
ま
す
。
除
雪

に
は
限
ら
れ
た
人
員
と
除
雪
車
で

効
率
的
な
作
業
が
求
め
ら
れ
、
町

民
皆
さ
ま
の
除
雪
に
対
す
る
ご
理

解
と
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

【
路
上
駐
車
・
道
路
へ
の
雪
出
し

　

は
除
雪
作
業
の
大
敵
で
す
！
】

　

特
に
車
輌
の
路
上
（
違
法
）
駐
車

は
、
作
業
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
除
雪
後
の
道
路
へ
の
雪
出

し
行
為
は
道
幅
が
狭
く
な
り
通
行

の
障
害
に
な
っ
て
お
り
、
例
年
改

善
が
な
さ
れ
て
い
な
い
現
状
に
あ

り
ま
す
。
一
人
一
人
の
心
が
け
で

安
全
な
交
通
確
保
が
な
さ
れ
る
た

め
、
次
の
事
項
も
含
め
て
今
一

度
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
ポ
イ
ン
ト

①
除
雪
作
業
の
障
害
と
な
る
も
の

　

は
、
路
上
に
放
置
し
な
い
で
く

　

だ
さ
い
。

②
道
路
に
面
し
た
『
さ
く
等
』
は

　

撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。

③
除
雪
車
通
過
後
に
残
さ
れ
る
自

　

宅
前
の
雪
は
、
お
手
数
で
す
が

　

各
自
で
処
理
す
る
よ
う
お
願
い

　

し
ま
す
。
特
に
高
齢
者
の
家
庭

　

な
ど
に
は
、
ご
近
所
の
協
力
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

④
猛
吹
雪
の
時
や
夜
間
の
除
排
雪

　

は
、
非
常
に
危
険
な
た
め
作
業

　

を
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

⑤
道
路
へ
の
雪
出
し
は
道
幅
が
狭

　

く
、
通
行
の
危
険
な
状
態
に
な

　

り
ま
す
。
各
家
庭
・
事
業
所
の

　

雪
は
、
敷
地
内
で
処
理
す
る
か

　

排
雪
場
所
に
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

⑥
排
雪
場
所
は
、
八
雲
地
域
は
栄

町
捨
場
と
落
部
川
（
落
部
橋
上

流
）
、
熊
石
地
域
は
さ
け
ま
す
水

産
試
験
場
道
南
支
場
手
前
（
熊

石
鮎
川
町
）
と
相
沼
内
川
河
川

敷
（
熊
石
相
沼
町
）
の
計
４
か
所

で
す
。
排
雪
の
中
に
、
ゴ
ミ
等

が
混
入
し
て
い
る
例
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⑦
早
朝
の
除
雪
作
業
中
は
、
作
業

　

員
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
車
の
ラ

　

イ
ト
を
点
灯
し
走
行
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

○
一
般
車

・
無
理
な
進
入
禁
止

路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
大
敵

Z

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

冬期間通行止め
のお知らせ

　12月～3月の期間、除雪ができないた

め通行禁止とします。

冬期通行止め
区間

大
沼
国
道

5

内浦湾

落部

拡大図

○
除
雪
作
業
車

・
踏
切
内
通
過
時
は
、
排
土
板
を

　

上
げ
て
横
断

※
踏
切
通
過
時
に
異
常
が
見
つ

か
っ
た
場
合
は
、
遅
滞
な
く
Ｊ

Ｒ
北
海
道
へ
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

○
八
雲
地
域

・
車
両
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
1
3
7
―
62
―
2
3
5
0

・
建
設
課
車
両
係

　

☎
0
1
3
7
―
62
―
2
1
1
5

○
熊
石
地
域　

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

　はぴあ八雲の駐車場の利用について当会館利用
者のための駐車場ですが、日中・夜間の駐車・JRを
ご利用の方の長時間駐車により、はぴあ八雲を利
用する人が駐車できずに大変困っています。また、
冬期間は、夜間の駐車により、除排雪の妨げにな
りますので、駐車場の適切な利用をお願いします。
【問い合わせ先】はぴあ八雲
　☎0137－68－2228

●はぴあ八雲からのお願い●

@OpenStreetMap contributors@OpenStreetMap contributors@OpenStreetMap contributors

踏
切
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
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年
末
年
始
の
ご
み
・

し
尿
く
み
取
り
の

お
知
ら
せ

　

施
設
へ
の
自
己
搬
入
も
含
め
、

こ
の
期
間
は
休
業
し
ま
す
。
詳
し

く
は
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
年
末
年
始
休
業
】

・
八
雲
地
域
：
12
月
31
日
（
日
）

〜
1
月
3
日
（
水
）

・
熊
石
地
域
：
12
月
31
日
（
日
）

〜
1
月
2
日
（
火
）

※
南
部
桧
山
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の

自
己
搬
入
は
1
月
6
日
（
土
）

か
ら
と
な
り
ま
す
。

　

例
年
、
年
末
に
か
け
て
申
し
込

み
が
殺
到
す
る
た
め
、
余
裕
を

も
っ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
る
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
年
末
年
始
休
業
】

・
八
雲
地
域
：
12
月
31
日
（
日
）

〜
1
月
7
日
（
日
）

・
熊
石
地
域
：
12
月
31
日
（
日
）

〜
1
月
5
日
（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
八
雲
地
域
：

　

環
境
水
道
課
環
境
衛
生
係

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
0
2
0

・
熊
石
地
域
：

　

熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

ご
み
収
集
の
年
末
年
始

　
　
　
　
　

休
業
に
つ
い
て

年
内
の
し
尿
く
み
取
り
は

　
　
　
　
　
　
　

お
早
め
に

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

補
助
の
募
集
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
河

川
・
水
路
な
ど
の
公
共
水
域
の
水

質
汚
濁
を
防
止
し
、
生
活
環
境
の

保
全
を
図
る
た
め
、
下
水
道
整
備

区
域
以
外
（
下
水
道
整
備
区
域
内

に
あ
っ
て
は
当
分
の
間
整
備
が
見

込
ま
れ
な
い
場
合
）
の
方
が
ト
イ

レ
の
汚
水
だ
け
で
な
く
、
台
所
や

お
風
呂
な
ど
の
雑
排
水
も
処
理
で

き
る
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

し
、
補
助
金
の
交
付
を
希
望
す
る

方
を
4
月
、
8
月
広
報
で
募
集
し

て
い
ま
す
が
、
11
月
15
日
の
時
点

で
募
集
予
定
数
15
基
に
対
し
9
基

の
申
し
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
予
定
数
に
達
す
る
ま
で

随
時
受
け
付
け
し
ま
す
の
で
、
ご

希
望
の
方
は
お
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

【
募
集
予
定
数
】
6
基　

【
募
集
期
間
】
随
時　

※
予
定
数
に
達
し
た
時
点
で
受
け

　

付
け
を
終
了
し
ま
す
。

【
補
助
金
額
】

・
5
人
槽　

70
万
円
ま
で

・
7
人
槽　

90
万
円
ま
で

・
10
人
槽
以
上　

1
3
0
万
円
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

環
境
水
道
課
下
水
道
係

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
0
2
0

八雲地域
12月11日（月）

まで
㈲第一清掃
☎62－2904

申込期日地　域 連絡先

熊石地域
お早めに
お申し込み
ください

㈲折戸清掃
☎2－3837
または

熊石総合支所
住民サービス課

　業者が突然訪問し、「町の方から排水設備の点

検・清掃に来ました」などと、町から依頼されたよう

な説明をして点検・清掃などを勧める事例が発生し

ています。

　町では、宅地内の排水設備の点検・清掃の依頼

や斡旋は一切行っていませんので十分にご注意く

ださい。

　宅地内の排水設備は個人の財産であり、その維

持・管理は所有者自身が適正に行う必要がありま

すが、法令による点検・清掃等の義務づけはありま

せん。点検・清掃などが必要のない場合は、はっき

りお断りし、排水設備の点検・清掃を依頼される場

合については、必ず見積書を求め事前に費用を確

認してください。

　そのほか、ご不明な点は環境水道課下水道係に

お問い合わせください。

【問い合わせ先】

　環境水道課下水道係　☎0137－63－2020

宅地内の排水設備の
訪問販売（点検・清掃）

依頼する前に

必ず費用の

確認をY
不用品交換コーナー

・アンティーク調ラジオ
・富士山彫金画（銅）・扇風機
・ゴルフシューズ　・ベビーダンス
・スケートシューズ4足

ゆずります

ゆずってください

【申請方法】企画振興課、熊石総合支所住民サービ
ス課、落部支所にて申請書を備え付けていますので、
手続きを行ってください。
※町ホームページからも簡易登録申請が可能です。

【問い合わせ先】

企画振興課協働推進係 ☎0137－62－2300

11月15日時点

これまでの成立件数 77件

これまでの成立件数 38件

・羽毛布団
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町
で
は
、
増
加
需
要
の
あ
る
学

童
保
育
に
対
応
す
る
た
め
、
栄
町

会
館
を
廃
止
し
、
学
童
保
育
所
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

指
定
管
理
者
で
あ
る
「
栄
町
地
区

町
内
会
連
合
会
」
と
協
議
し
た
結

果
、
了
承
を
得
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
平
成
29

年
11

月
30

日
を
も
っ

て
栄
町
会
館
を
廃
止
し
ま
す
。

　

新
た
な
学
童
保
育
所
は
、
平
成

30

年
4
月
の
開
設
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
地
域
会
館
に
つ
い
て

　

企
画
振
興
課
協
働
推
進
係　

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
3
0
0

・
学
童
保
育
所
に
つ
い
て

　

住
民
生
活
課
児
童
係　
　
　

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
2

　

平
成
30

年
度
入
所
児
童
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
の
で
、
入
所

を
希
望
さ
れ
る
保
護
者
の
方
は
申

込
み
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
入
所
中
で
引
き
続
き

新
年
度
も
入
所
さ
れ
る
場
合
は
現

況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
提
出

し
て
い
な
い
場
合
は
、
早
急
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
所
で
き
る
の
は
、
保
護
者
が

仕
事
や
病
気
等
の
理
由
に
よ
り
、

児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
で
す
。

【
申
込
書
の
受
付
期
間
】

　

12

月
4

日
（
月
）
〜
15

日
（
金
）

　

午
前
8
時
30

分
〜午

後
5
時
15

分

【
受
付
場
所
】

　

住
民
生
活
課
児
童
係
、
熊
石
総

合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
、
落
部

支
所
、
相
沼
泊
川
出
張
所

※
現
在
保
育
所
に
入
所
中
の
児
童

　

（
在
園
児
）
数
と
新
規
申
込
み

　

の
児
童
数
が
、
各
保
育
所
の
児

　

童
定
員
を
上
回
る
場
合
は
入
所

　

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
ご
希
望
ど
お
り
の
保
育
所
に
入

　

所
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

　

の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

※
新
年
度
途
中
（
平
成
30

年
5
月

以
降
）
の
入
所
も
随
時
受
け
付

け
し
ま
す
が
、
保
育
所
の
状
況

な
ど
で
入
所
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
平
成
30
年
度
中
に

育
児
休
業
明
け
な
ど
で
事
前
に

入
所
希
望
日
が
分
か
る
場
合
に

は
、
必
ず
申
し
込
み
期
間
中
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
季

節
保
育
所
の
園
児
募
集
に
つ
い

て
は
、
直
接
保
育
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】  

・
住
民
生
活
課
児
童
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
2

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

　

町
で
は
、
助
産
師
・
看
護
師
・

薬
剤
師
を
養
成
す
る
学
校
に
在

学
、
ま
た
は
入
学
す
る
方
で
、
将

来
、
八
雲
総
合
病
院
ま
た
は
熊
石

国
民
健
康
保
険
病
院
で
助
産
師
・

看
護
師
・
薬
剤
師
の
業
務
に
従
事

し
よ
う
と
す
る
方
に
対
し
、
奨
学

金
を
貸
し
付
け
す
る
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。
す
で
に
在
学
さ
れ
て

い
る
方
で
も
貸
し
付
け
で
き
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

・
助
産
師
、
看
護
師
を
養
成
す
る

　

大
学
、
短
期
大
学
、
看
護
専
門

　

学
校
な
ど
に
在
学
す
る
方

・
薬
剤
師
を
養
成
す
る
大
学
に
在

学
す
る
方
（
熊
石
国
保
病
院
の

み
）

【
貸
付
金
額
】

①
助
産
師
養
成
施
設
に
在
学
す
る

　

場
合

　

月
額　

1
0
0
，
0
0
0
円

②
看
護
師
養
成
施
設
に
在
学
す
る

　

場
合

・
八
雲
総
合
病
院
に
従
事
し
よ
う

　

と
す
る
方

　

月
額　

6
0
，
0
0
0
円

・
熊
石
国
民
健
康
保
険
病
院
に
従

　

事
し
よ
う
と
す
る
方

　

月
額　

7
0
，
0
0
0
円

③
薬
剤
師
養
成
施
設
に
在
学
す
る

　

場
合
（
熊
石
国
保
病
院
の
み
）

　

月
額　

1
0
0
，
0
0
0
円

【
貸
付
期
間
】

　

各
養
成
施
設
の
所
定
修
学
期
間

【
奨
学
金
返
還
の
免
除
】

　

八
雲
総
合
病
院
ま
た
は
熊
石
国

民
健
康
保
険
病
院
に
助
産
師
・
看

護
師
・
薬
剤
師
と
し
て
一
定
期
間

勤
務
し
た
場
合
、
奨
学
金
の
返
還

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

【
そ
の
他
】

　

詳
し
く
は
、
八
雲
総
合
病
院
お

よ
び
熊
石
国
民
健
康
保
険
病
院
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
必
要
な
申
請
書
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
八
雲
総
合
病
院
管
理
課
庶
務
係

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
1
8
5

・
熊
石
国
民
健
康
保
険
病
院
庶
務
係

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
5
5
5

平
成
30
年
度
保
育
所

入
所
児
童
を
募
集
し
ま
す

入
所
申
込
書
受
け
付
け
に
つ

い
て

保育園名

国の子保育園

なかよし保育園

あかしや保育園

認 定 こ ど も 園

八雲マリア幼稚園

熊 石 保 育 園

相 沼 保 育 園

定員

90名

90名

50名

45名

25名

20名

対象児

6ヶ月～5歳

栄町会館の学童保育所

への利用について

奨
学
金
返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
（
助
産
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
）

病
院
奨
学
金
貸
付
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
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こ
ん
な
時
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い

〇
い
じ
め
ら
れ
て
困
っ
て
い
る
。
（
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
）

○
友
達
が
い
じ
め
を
受
け
て
い
ま
す
。
（
児
童
生
徒
の
み
な
さ
ん
）

○
自
分
の
子
ど
も
が
い
じ
め
を
受
け
て
い
ま
す
。

（
保
護
者
の
み
な
さ
ん
）

○
近
所
の
子
ど
も
が
い
じ
め
を
受
け
て
い
ま
す
。
（
地
域
の
方
々
）

《
八
雲
町
子
ど
も
の
い
じ
め
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
》

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
3
1
3
0

　

相
談
で
き
る
時
間
：
月
〜
金（
祝
日
と
年
末
年
始
は
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　

※
八
雲
町
教
育
委
員
会
の
学
校
教
育
課
職
員
が
対
応
し
ま
す
。

　

※
相
談
の
内
容
に
応
じ
て
学
校
と
協
力
し
て
い
じ
め
の
解
消
に

　
　

あ
た
り
ま
す
。

　

※
右
記
時
間
内
で
も
担
当
者
が
不
在
の
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

※
担
当
者
が
不
在
の
時
…
次
の
２
通
り
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

・
そ
の
ま
ま
留
守
番
電
話
に
切
り
替
わ
る
の
で
、
お
名
前
と
連

　
　

絡
先
電
話
番
号
を
録
音
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

後
ほ
ど
教
育
委
員
会
か
ら
電
話
を
い
た
し
ま
す
。

　

・
急
い
で
相
談
し
た
い
場
合
は
「
北
海
道
子
ど
も
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
」
へ
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　

☎
０
１
２
０
│
３
８
８
２
│
５
６（
毎
日
24
時
間
相
談
で
き
ま
す
）

八
雲
町
子
ど
も
の
い
じ
め

相
談
ダ
イ
ヤ
ル

「
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
で
嫌
な
思
い
を
し
て
い
る
」
…

そ
れ
は
「
い
じ
め
」
の
芽
で
す
。

「
い
じ
め
の
芽
」
…
そ
れ
は
「
い
じ
め
」
で
す
。

い
じ
め
は
ど
ん
な
地
域
の
ど
ん
な
学
校
や
教
室
に
も
起
こ

り
得
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
電
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

次
の
理
由
な
ど
に
よ
り
、
指
定

さ
れ
た
学
校
以
外
の
学
校
へ
就
学

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
教
育
委

員
会
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
緊
急
の
場
合
を
除
き
、

12

月
27

日
（
水
）
ま
で
に
お
願
い
し

ま
す
。

○
身
体
的
理
由
に
よ
り
指
定
学
校

に
通
学
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
○
教
育
的
配
慮
を
必
要
と
す
る
場

合
○
転
居
な
ど
に
よ
り
著
し
く
教
育

に
支
障
を
き
た
す
場
合

○
家
庭
に
関
わ
る
理
由
に
よ
り
著

し
く
教
育
に
支
障
を
き
た
す
場

合
○
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
が

あ
る
場
合

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

（
公
民
館
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
3
1
3
1

就
学
校
変
更
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

消防本部からのお知らせ

■年末年始における火災予防について

　今年も残すところあとわずかとなり、これから

迎える年末年始は例年火災が多発する傾向にあり、

出火原因の多くはちょっとした火の不始末や不注

意によって起きています。かけがえのない生命と

財産を守るためにも、お出かけ前やお休み前はも

ちろんのこと、火の元には十分ご注意ください。

【３つの習慣】

・寝たばこは、絶対にやめる

年末年始における
火災予防について

・ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で

使用する。

・ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火

を消す。

【４つの対策】

・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設

置する。

・寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品

を使用する。

・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器

等を設置する。

・お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣

近所の協力体制をつくる。

【問い合わせ先】

　八雲町消防本部

　　八雲消防署　☎0137－63－2686

　　熊石消防署　☎01398－2－3393

■住宅火災 いのちを守る ７つのポイント

 ―３つの習慣・４つの対策―
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周
囲
の
人
の
せ
き
や
く
し
ゃ
み

で
、
嫌
な
思
い
を
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
マ
ス
ク
を
し
な
い

で
せ
き
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
、

そ
の
し
ぶ
き
は
2
メ
ー
ト
ル
程
度

飛
ぶ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
せ

き
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
は
、
周
囲
の
人

に
対
す
る
思
い
や
り
の
マ
ナ
ー
で

す
。

・
せ
き
や
く
し
ゃ
み
が
出
る
と
き

　

は
、
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し

　

ま
し
ょ
う
。 

・
せ
き
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
き

　

は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な

　

ど
で
口
と
鼻
を
押
さ
え
、
周
囲

　

の
人
か
ら
顔
を
背
け
ま
し
ょ
う
。

○
主
な
症
状

　

感
染
後
１
〜
2
日
で
下
痢
や
吐

き
気
、
嘔
吐
（
お
う
と
）
、
腹
痛

な
ど
の
症
状
が
出
ま
す
。
高
齢
者

や
乳
幼
児
は
嘔
吐
物
を
気
管
に
詰

ま
ら
せ
た
り
、
下
痢
に
よ
る
脱
水

症
状
を
起
こ
し
た
り
す
る
こ
と
が

あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

○
予
防
法

・
調
理
前
や
食
事
前
、
ト
イ
レ
の

　

後
な
ど
は
、
せ
っ
け
ん
で
手
を

　

洗
う
。

※
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
ア
ル
コ
ー

　

ル
消
毒
で
は
十
分
な
効
果
が
得

　

ら
れ
な
い
た
め
、
ス
プ
レ
ー
式

　

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
剤
の
手
指
す

　

り
込
み
で
は
不
十
分
で
す
。

・
調
理
器
具
や
布
巾
な
ど
は
、
十

　

分
に
消
毒
す
る
。

※
消
毒
は
、
加
熱
か
次
亜
塩
素
酸

　

ナ
ト
リ
ウ
ム
（
家
庭
用
塩
素
系

　

漂
白
剤
な
ど
）
を
薄
め
て
使
う

　

方
法
が
有
効
。

・
カ
キ
な
ど
の
生
食
は
、「
生
食
用
」

　

と
表
示
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。

○
も
し
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら

・
嘔
吐
や
下
痢
な
ど
に
よ
る
脱
水

　

症
状
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
水

　

分
を
補
給
し
早
め
に
医
療
機
関

　

で
受
診
す
る
。 

・
自
己
判
断
で
下
痢
止
め
な
ど
を

　

飲
ま
な
い
。 

・
手
洗
い
後
は
、
個
人
専
用
タ
オ

　

ル
を
使
う
。 

・
便
や
嘔
吐
物
に
は
直
接
触
れ
ず
、

　

マ
ス
ク
と
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
を
着

　

用
し
て
処
理
す
る
。 

・
入
浴
の
順
番
は
、
家
族
の
最
後

　

に
す
る
。

※
下
痢
や
嘔
吐
な
ど
の
症
状
が
な

　

く
な
っ
て
も
、
通
常
1
週
間
程

　

度
、
長
い
と
き
に
は
1
ヵ
月
程

　

度
、
ウ
イ
ル
ス
の
排
泄
が
続
く

　

こ
と
が
あ
る
の
で
、
症
状
が
改

　

善
し
た
後
も
注
意
が
必
要
で
す
。

・
手
洗
い
前
に
、
腕
ま
く
り
を
し

　

腕
時
計
・
指
輪
等
は
外
し
ま
す
。

・
水
洗
い
だ
け
で
は
な
く
、
必
ず

　

せ
っ
け
ん
を
つ
け
て
手
を
洗
い

　

ま
す
。
指
先
、
指
の
間
、
爪
や

　

手
首
、
親
指
の
周
り
は
汚
れ
が

　

残
り
や
す
い
の
で
、
し
っ
か
り
洗

　

い
ま
す
（
目
安
は
30

秒
で
す
）
。

※
せ
っ
け
ん
は
、
固
形
タ
イ
プ
で

　

は
な
く
、
プ
ッ
シ
ュ
ボ
ト
ル
タ

　

イ
プ
を
お
勧
め
し
ま
す
。

・
し
っ
か
り
洗
っ
た
ら
流
水
で
丁

　

寧
に
せ
っ
け
ん
を
流
し
ま
す
。

・
乾
い
た
タ
オ
ル
で
水
分
を
十
分

　

に
拭
き
取
り
ま
す
（
※
タ
オ
ル

　

は
個
人
専
用
に
し
ま
し
ょ
う
）
。

・
水
を
止
め
る
際
は
、
ま
ず
蛇
口

　

に
水
を
か
け
汚
れ
を
落
と
し
て

　

か
ら
水
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

〜
洗
う
タ
イ
ミ
ン
グ
は
？
〜

・
帰
宅
時　

・
ト
イ
レ
の
あ
と

・
調
理
を
す
る
前　

・
食
事
前

・
せ
き
や
く
し
ゃ
み
の
後

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

　

冬
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
感

染
性
胃
腸
炎
な
ど
の
感
染
症
が
流

行
す
る
時
期
で
す
。
一
人
一
人
が

正
し
い
知
識
と
予
防
法
を
身
に
付

け
て
、
元
気
に
冬
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

○
主
な
症
状

　

通
常
1
〜
3
日
間
の
潜
伏
期
間

を
経
て
、
38

℃
以
上
の
発
熱
、
頭

痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
全
身

の
症
状
が
突
然
現
れ
ま
す
。
併
せ

て
普
通
の
風
邪
と
同
じ
よ
う
に
、

の
ど
の
痛
み
、
鼻
汁
、
咳
等
の
症

状
も
見
ら
れ
ま
す
。

○
予
防
法

・
外
出
後
や
食
事
前
な
ど
、
こ
ま

　

め
に
う
が
い
や
せ
っ
け
ん
で
手

　

洗
い
す
る
。 

・
人
の
多
く
集
ま
る
場
所
で
は
、

　

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

・
部
屋
の
湿
度
（
50

〜
60

%
）
や

　

水
分
補
給
な
ど
、
部
屋
や
口
の

　

中
が
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と

　

れ
た
栄
養
摂
取
を
心
が
け
、
自

　

己
免
疫
を
高
め
る
。 

・
予
防
接
種
を
受
け
る

※
高
齢
者
（
65

歳
以
上
）
な
ど
の
方

に
対
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
の
助
成
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
町
広
報
10

月

号
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
も
し
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら

・
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
。

・
睡
眠
を
十
分
に
と
り
安
静
に
す
る
。

・
水
分
を
十
分
に
補
給
す
る
。

・
咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど
の
症
状
が

あ
る
時
は
、
周
り
の
方
へ
う
つ

さ
な
い
た
め
に
、
マ
ス
ク
を
着

用
す
る
。

・
人
ご
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を

　

控
え
、
無
理
を
し
て
学
校
や
職

　

場
な
ど
に
行
か
な
い
。

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
症
前
日
か

ら
発
症
後
3
〜
7
日
間
は
ウ
イ

ル
ス
が
排
出
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ウ
イ
ル

ス
を
排
出
し
て
い
る
間
は
、
外

出
を
控
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や

感
染
性
胃
腸
炎
に

気
を
つ
け
よ
う
Y

流
行
り
の
季
節
が
や
っ
て
来
ま
し
た

▼
感
染
性
胃
腸
炎

  
（
主
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
）

▼
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

「
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
を

守
り
ま
し
ょ
う

感
染
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

「
正
し
い
手
洗
い
方
法
」

感
染
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

広報 ���  12月号　8



ご存知ですか

　

感
染
の
正
し
い
知
識
と
対
処
方

法
を
、
近
隣
町
村
の
施
設
（
幼
稚

園
、
学
校
、
老
健
な
ど
）
と
協

力
・
共
有
し
、
早
期
発
見
・
拡
大

阻
止
を
目
指
す
八
雲
町
感
染
対
策

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
信
し
て
い
る

ブ
ロ
グ
で
す
。
感
染
症
へ
の
対
策

な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
Ｙ
Ｉ
Ｃ
ブ
ロ
グ
】

h
ttp
://h
o
sp
.to
w
n
.y
a
k
u
m
o
.

h
o
k
k
a
id
o
.jp
/m
o
d
u
le
s/y
ic
_

b
lo
g
/in
d
e
x
.p
h
p
?
p
a
g
e
=
d
ia

ry
list

【
Ｙ
Ｉ
Ｃ
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
】

　

to
u
ro
k
u
@
y
ic
n
e
t.c
o
m

　

こ
の
ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー
ル
を

送
る
こ
と
で
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

に
登
録
で
き
、
感
染
症
流
行
情
報

が
電
子
メ
ー
ル
で
配
信
さ
れ
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

　

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

Ｙ
Ｉ
Ｃ

ブ
ロ
グ
＆

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

がんサロンのお知らせ

　もの忘れや障がいの有無、年齢・性別を問わ

ず、どなたでも来店できる地域のカフェです。お

友達同士はもちろん、介護や子育てをしている方

同士で交流する場としてもご利用できます。お子

さまやお孫さんも一緒に、お気軽にお立ち寄りく

ださい。

【場所】はぴあ八雲　1階研修室

【時間】午後1時30分～3時

【日程】［12月］12月6日（水）

　　　　［ 1 月］1月10日（水）

　※毎月第１水曜日（祝日の際は第２水曜日）

【内容】交流レクリエーション、茶話会

　　　　手芸作品などの展示

おもいやりカフェを
開店します

【問い合わせ先】

保健福祉課包括支援係　☎0137－65－5001

　がんになってお悩みの方やご家族ががんで心

配されている方など、ぜひご参加ください。同

じ悩みを抱えている方との交流ができます。

【日時】平成30年1月17日（水）

　　　　午後1時30分～2時30分

【場所】八雲総合病院

【内容】◎茶話会（申込不要）

　　　　（茶菓子代200円がかかります）

【共催】八雲町、八雲総合病院、八雲保健所

【問い合わせ先】

　保健福祉課健康推進係

　（シルバープラザ内）

　10137－64－2111

　八雲総合病院医事課医療連携係

　10137－63－2185

　八雲保健所企画総務課企画係

　10137－63－2168
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水
道
・
下
水
道
を
使
用
さ
れ
て

い
る
方
の
多
く
は
、
水
道
料
金
・

下
水
道
使
用
料
な
ど
の
各
種
料
金

を
納
入
通
知
書
や
口
座
振
替
な
ど

の
方
法
で
納
期
限
ま
で
に
納
付
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
一
部
の
方
に
つ

い
て
は
納
期
限
を
経
過
し
て
も
納

付
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
納
付
さ
れ
て
い
な
い
方
に

対
し
て
は
、
督
促
状
や
催
告
書
を

送
付
し
、
早
期
に
納
付
し
て
い
た

だ
く
よ
う
促
し
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
で
も
な
お
、
納
付
さ
れ
な
い
場

合
や
納
付
に
つ
い
て
の
相
談
の
な

い
場
合
は
、
次
の
よ
う
な
対
応
を

取
っ
て
い
ま
す
。

　

水
道
（
簡
易
水
道
）
料
金
の
滞
納

に
つ
い
て
は
、
給
水
停
止
予
告
通

知
書
を
送
付
し
、
指
定
期
限
ま
で

に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
や
納
付
誓

約
を
し
な
い
場
合
に
は
、
や
む
を

得
ず
給
水
停
止
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
の
後
は
、
裁
判
所
へ
の
支

払
督
促
申
立
に
よ
り
債
務
名
義

（
差
し
押
さ
え
す
る
こ
と
が
で
き

る
権
利
）
を
取
得
し
た
う
え
で
、

財
産
差
し
押
さ
え
に
よ
り
未
納
と

な
っ
て
い
る
料
金
を
回
収
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
（
※
集
落
排

水
使
用
料
の
滞
納
に
つ
い
て
も
同

様
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
）
。

　

ま
た
、
下
水
道
使
用
料
や
下
水

道
事
業
受
益
者
負
担
金
、
集
落
排

水
施
設
受
益
者
分
担
金
の
滞
納
に

つ
い
て
は
、
財
産
差
押
予
告
通
知

書
を
送
付
し
、
指
定
期
限
ま
で
に

納
付
さ
れ
な
い
場
合
や
納
付
誓
約

を
し
な
い
場
合
に
は
、
給
与
や
預

貯
金
な
ど
の
差
し
押
さ
え
に
よ
り

未
納
料
金
を
回
収
し
て
い
き
ま

す
。

《
町
か
ら
の
お
願
い
》

　

水
道
事
業
は
皆
さ
ま
か
ら
の
料

金
収
入
を
基
本
に
運
営
し
て
い
ま

す
。
こ
の
料
金
収
入
が
確
保
さ
れ

な
い
と
、
施
設
の
更
新
や
維
持
管

理
が
で
き
な
く
な
り
、
皆
さ
ま
に

安
心
・
安
全
な
水
道
水
を
安
定
的

に
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　

町
で
は
、
財
源
の
確
保
や
公
平

性
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
今
後
も

引
き
続
き
滞
納
整
理
を
強
化
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
水
道
料
金
な
ど

を
滞
納
さ
れ
て
い
る
方
は
、
で
き

る
だ
け
早
い
段
階
で
納
付
ま
た
は

納
付
の
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
納
付
相
談
先
】

・
環
境
水
道
課
業
務
係

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
0
2
0

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
な
ど
の

　
　
　
　

未
納
に
関
す
る
対
応
に
つ
い
て

水道・簡易水道　料金収納状況の推移

0

50

100

金額
（百万円）

収納率（％）

八雲・水道 八雲・簡易水道 熊石・簡易水道
H28 H28 H26 H27 H28

0

250

500

収納率（％）

八雲・水道 八雲・簡易水道 熊石・簡易水道
H28 H28 H28

調定額　　　　（収納額）　　　　収納率（八雲・水道）　　　　収納率（八雲・簡易水道）　　　　収納率（熊石・簡易水道）

【現年度分】

金額
（百万円）

金額
（万円）

金額
（万円）

【現年度分】

【過年度分】

下水道・集落排水　使用料収納状況の推移

0

15

30

98.7％ 23.6％

36.7％ 34.0％

67.0％ 68.5％

13.8％

9.0％

11.3％

8.9％

98.8％ 98.7％
98.2％

99.3％ 99.0％ 99.0％ 99.0％ 99.3％

99.5％99.1％99.0％ 36.6％
41.3％ 41.4％

21.5％
25.6％

21.4％ 22.1％ 22.7％

11.9％

98.6％99.1％99.1％

97.7％97.2％97.5％

収納率（％）

八雲・下水道 八雲・集落排水 熊石・下水道
H28 H28 H28H26 H27

0

150

300

収納率（％）

八雲・下水道 八雲・集落排水 熊石・下水道
H28 H28 H28

調定額　　　　（収納額）　　　　収納率（八雲・下水道）　　　　収納率（八雲・集落排水）　　　　収納率（熊石・下水道）

【過年度分】

64
（64）

H26 H27

63
（63）

62
（61） 45

（44）
46

（45）
45

（45）

203
（198）

H26 H27

203
（197）

199
（194）

170
（167）

17
（16）

26
（26）

27
（26）

27
（27）

H26 H27

16
（16）

17
（17）

H26 H27

170
（168）

169
（166）

652
（221）

21
（3）

185
（16）

H26 H27

177
（20）

165
（15）

H26 H27

37
（26）

32
（22）

H26 H27

806
（296）

968
（229）

1,293
（536）

288
（62）

H26 H27

346
（89）

368
（79）

190
（23）

H26 H27

206
（47）

208
（46）

1,557
（571）

1,416
（585）

H26 H27
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北海道新幹線八雲町内工事区間概要図

　2030年度末に札幌までの開業を目指す北海道新幹線に関わる情報を随時お知らせします。

北海道新幹線建設工事の進ちょく状況について
　建設主体である独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構北海道新幹線建設局が八雲鉄道建設

所管内において実施しているトンネル工事の進ちょく状況を紹介します。

【問い合わせ先】・八雲町新幹線推進室 ☎0137－62－2300

　　　　　　　　・独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構北海道新幹線建設局八雲鉄道建設所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎0137－66－5620

北海道新幹線（八雲地域）情報コーナー

八
雲
鉄
道
建
設
所
管
内
工
事
一
覧

件　　名 主たる工種 進ちょく状況

平成29年11月1日現在

工　　期 受　注　者

渡島トンネル 磐石トンネル 野田追トンネル

上の湯 上二股川（落部川）
道道八雲厚沢部線

上の湯 下二股川（落部川）

わらび野 下二股川（野田追川）

桜野 野田追川
道道桜野野田生停車場線

明かり部 約5.5km

新八雲（仮称）駅（春日）

噴火湾

遊楽部川橋りょう約32.7km 約4.5km

立岩トンネル

約17km約8.2km

至
北
斗
市

至
長
万
部
町

大
新

立
岩

1 32 4 5 6

明かり部
（トンネル以外の区間）

トンネル
すでに契約・着工
している場所

北海道新幹線駅
の位置

平成29年7月14日～
平成37年3月13日

トンネル 4,540m
斜坑 1,100m

北海道新幹線、
渡島トンネル（上二股）

清水・岩倉・新谷・
高橋JV

施工計画
策定中

平成29年10月4日～
平成35年7月3日

トンネル 2,986m
路盤工 30m

北海道新幹線、
磐石トンネル（北）他

西松・淺沼・中山・
岸本JV

施工計画
策定中

1

平成28年1月25日～
平成34年3月24日

トンネル 3,675m
斜坑 280m

北海道新幹線、
野田追トンネル（南）他

東急・東鉄・廣野・
草野JV

掘削延長
37m（斜坑）

2

平成26年12月12日～
平成33年11月11日

トンネル 4,490m
路盤工 40m

北海道新幹線、
野田追トンネル（北）他

フジタ・株木・石山・
砂子JV

掘削延長
1,152m

3

北海道新幹線、
立岩トンネル（立岩）他

平成26年3月20日～
平成34年12月22日

戸田・伊藤・新太平洋・
北海道軌道施設JV

トンネル 5,015m
路盤工 20m

掘削延長
1,322m

4

平成28年2月29日～
平成36年2月28日

トンネル 4,960m
斜坑 1,675m

北海道新幹線、
立岩トンネル（山崎）

大林・青木あすなろ・
松本・阿部JV

掘削準備中

5

6
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八
雲
町
と
株
式
会
社
ジ
ェ
ー
シ
ー
・

コ
ム
サ
と
の
包
括
連
携
協
定
締
結

北
海
道
新
幹
線
新
八
雲
（
仮
称
）
駅
開
業
に
向
け
、

ま
ち
づ
く
り
の
連
携
を
強
化

　

11

月
8
日
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
八
雲
に
て
、
株
式
会
社
ジ
ェ
ー

シ
ー
・
コ
ム
サ
と
2
0
3
0
年
度
末
に
迫
る
北
海
道
新
幹
線
札

幌
延
伸
に
伴
う
（
仮
）
新
八
雲
駅
開
業
に
向
け
た
町
の
ま
ち
づ
く

り
施
策
へ
の
連
携
し
た
取
り
組
み
を
す
す
め
る
た
め
包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
協
定
を
結
ん
だ
株
式
会
社
ジ
ェ
ー

シ
ー
・
コ
ム
サ
は
、
通
算
約
30

年
浜
松
地
区
で
「
ハ
ー
ベ
ス

タ
ー
八
雲
」
な
ど
を
運
営
し
て
お
り
、
同
社
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
で
あ
る

大
河
原
毅
氏
（
八
雲
町
観
光
大
使
）
が
当
時
、
日
本
ケ
ン
タ
ッ

キ
ー
・
フ
ラ
イ
ド
・
チ
キ
ン
株
式
会
社
の
社
長
と
し
て
、
実
験

農
場
お
よ
び
直
営
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
設
し
た
も
の
で
す
。

　

現
在
ま
で
、
町
で
は
同
会
社
と
の

ま
ち
づ
く
り
連
携
事
業
と
し
て
、
大

河
原
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
出
身
大
学
で
あ
る
上

智
大
学
の
学
生
と
の
交
流
事
業
、
今

年
6
月
に
は
石
破
茂
氏
（
元
地
方
創
生

相
な
ど
）
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
新
国

立
競
技
場
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
隈
研
吾

氏
（
建
築
家
・
東
京
大
学
教
授
）
を
招

い
た
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
、
ハ
ー
ブ

鶏
記
念
碑
の
設
置
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
後
は
、
協
定
に
基
づ
き
、

八
雲
町
の
地
域
資
源
の
発
掘
・
商
品

化
・
販
売
促
進
・
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
つ
い

て
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

11

月
15

日
（
水
）
、
八
雲
税
務
署
に
お

い
て
、
税
務
署
長
納
税
表
彰
式
が
と
り

行
わ
れ
、
小
笠
原
署
長
か
ら
八
雲
町
の

大
久
保
建
一
さ
ん
に
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
久
保
建
一
さ
ん
は
、
一
般
社
団
法

人
北
海
道
法
人
会
連
合
会
青
年
部
理
事

等
を
務
め
、
多
年
に
わ
た
り
、
納
税
道

義
の
高
揚
に
顕
著
な
功
績
を
あ
げ
ら
れ

ま
し
た
。

【
参
考
】
所
属
団
体
に
お
け
る
役
職
名

・
一
般
社
団
法
人
北
海
道
法
人
会
連
合

　

会
青
年
部　

理
事

・
公
益
社
団
法
人
八
雲
地
方
法
人
会

　

理
事

・
公
益
社
団
法
人
八
雲
地
方
法
人
会

　

青
年
部
会　

部
会
長

・
八
雲
間
税
会　

常
任
理
事

平
成
29
年
度
に
お
け
る

八
雲
税
務
署
管
内
の
税
務

署
長
納
税
表
彰

　

国
税
庁
が
主
催
す
る
「
税
を
考
え
る
週
間
（
11

月
11

日
〜
17

日
）
」
の
間
、
各
官
庁
・
団
体
な
ど
で
募
集
し
た
税
の
作
文
や
絵

は
が
き
・
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内

の
各
学
校
で
は
国
語
や
社
会
の
教
育
科
目
の
一
つ
と
し
て
取
り

入
れ
、
児
童
・
生
徒
た
ち
は
税
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
優

良
な
成
績
を
残
し
表
彰
さ
れ
ま
し
た
（
八
雲
町
の
八
雲
税
務
署

長
賞
お
よ
び
最
優
秀
賞
の
み
記
載
）
。

【
税
に
関
す
る
中
学
生
の
作
文
（
国
税
庁
・
全
国
納
税
貯
蓄
組

　

合
連
合
会
主
催
）
】

八
雲
税
務
署
管
内
1
0
0
編
（
う
ち
八
雲
町
43

編
）
応
募

「
八
雲
税
務
署
長
賞
」
大
原
良
誠
（
八
雲
中
3
年
）

【
税
の
書
道
展
（
税
を
考
え
る
週
間
事
業
実
行
委
員
会
主
催
）
】

八
雲
町
内
4
9
1
点

（
う
ち
小
学
生
3
7
7
点
、
中
学
生
1
1
4
点
）
応
募

「
八
雲
税
務
署
長
賞
」

・
小
栗　

楓　

さ
ん
（
八
雲
小
5
年
）

・
平
川　

柚
真
さ
ん
（
八
雲
中
3
年
）

【
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
（
公
社
）
八
雲
地
方
法
人
会
主
催
）
】

・
八
雲
税
務
署
管
内
10

点
（
八
雲
町
内
4
点
）
応
募

「
八
雲
税
務
署
長
賞
」

「
北
海
道
法
人
会
連
合
会
女
性
部
連
絡
協
議
会
会
長
賞
」

・
澤
田　

空

さ
ん
（
山
崎
小
6
年
）

税
を
考
え
る
週
間
│
税
の
大
切
さ
を
学
ん
で

税
の
作
文
・
絵
葉
書
・
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

お
お
は
ら
り
ょ
う
せ
い

お
ぐ
り

か
え
で

さ
わ
だ

そ
ら

ひ
ら
か
わ

ゆ
う
ま
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11
月
は
、L

o
u
g
h
m
o

（
ら
・
ふ
も
）

の
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
利
用
が
前
月
比

で
増
え
ま
し
た
。
協
力
隊
が
主
催
す
る

イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
、
町
民
の
皆
さ
ん

が
、
ら
・
ふ
も
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
！

1
、
「
八
雲
ま
っ
た
り
読
書
会
」

　

10
月
に
八
雲
町
に
来
た
方
が
、
「
読

書
会
を
や
り
た
い
！
」
と
い
う
こ
と
で

始
ま
り
ま
し
た
。
金
曜
日
の
夜
に
、
自

分
が
好
き
な
本
を
お
互
い
に
紹
介
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
自
分
が
普
段
読
ま
な
い
本
を
い

ろ
い
ろ
紹
介
す
る
の
で
、
新
し
い
発
見

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

2
、
「
台
湾
の
中
国
語
を
学
ぼ
う
！　

台
湾
中
国
語
講
座
」

　

落
部
の
台
湾
人
の
方
が
、
八
雲
町
の

皆
さ
ん
に
台
湾
語
を
知
っ
て
ほ
し
い
と

始
め
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
初
心
者
の
方

で
も
わ
か
り
や
す
く
台
湾
語
を
教
え
て

く
れ
ま
す
。
な
か
な
か
八
雲
で
は
な
い

機
会
だ
と
思
い
ま
す
。

3
、
「
マ
ス
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
イ
ン
ビ

テ
ー
シ
ョ
ン
数
字
か
ら
の
招
待
状
」

　

元
塾
講
師
の
町
民
の
方
が
、
学
生
た

ち
に
「
も
っ
と
勉
強
し
た
い
」
と
い
う

意
欲
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
始
め
た
イ
ベ

ン
ト
。
数
学
を
楽
し
く
学
ぼ
う
を
テ
ー

マ
に
、
学
ぶ
こ
と
の
大
切
な
ど
を
教
え

て
い
ま
す
。
毎
月
行
っ
て
お
り
、
月
ご

と
に
テ
ー
マ
が
変
わ
り
ま
す
。

　

ら
・
ふ
も
で
は
、
町
民
主
導
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
情
報
は
、
S
N
S
で
発
信
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ら
・
ふ
も
は
誰
で
も

使
え
る
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
利

用
し
た
い
方
は
、
次
の
金
額
で
利
用
で

き
ま
す
。

【
ら
・
ふ
も
利
用
料
金
】

　

6
0
0
円
時
間
〜

　

（
非
営
利
活
動
の
場
合
80
％
O
F
F
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

Lo
u
g
h
m
o

（
ら
・
ふ
も
）

　

☎
0
1
3
7
│
66
│
5
2
3
4

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
は
、Fa

c
e
b
o
o
k

・Tw
itte
r

・In
sta
g
ra
m

・Lin
e
@

で
発

信
し
て
い
ま
す
。

○F
a
c
e
b
o
o
k
:@
c
o
k
.y
a
k
u
m
o

○T
w
itte
r:

＠ya
k
u
m
o
_k
yo
ryo
k
u

○Instagram
:yakum

ocho_kyoryokutai

○Lin
e
@
:@
u
te
0
3
5
6
s

協
力
隊 
奮
闘
日
記

協
力
隊
と
町
民
の
情
報
交
換

6
vol.

　10月26日と27日の2日間、八雲中学校2年生が様々な事業所で職場体験をしました。今

回、ハーベスター八雲と八雲マリア幼稚園の2つの事業所で取材をしてみたところ、ハーベス

ター八雲では4人の仲間が食器の片付けや食器洗いなどをしていました。その中で厨房とフロ

アにいた2人に「この職場で学べたことは何ですか？」とインタビューしてみたところ「飲食店の

ルールや一生懸命頑張る姿を学ぶことができました」と答えていただきました。また、八雲マ

リア幼稚園では12人の仲間が子ど

もたちとの交流を楽しんでいる姿が

見られました。その中の5人に「嬉し

かったこと、大変だったところ

は？」とインタビューしたところ「子

どもたちと友だちになれたことが嬉

しかったけど、子供が泣いてしまっ

た時は大変でした」と答えていただ

きました。

　これらの2日間行った「職場体験」

を通じて、どの職場でも大変なこと

があるけど、楽しさもあるというこ

とを知りました。

夢に向かって！
平成29年度
八雲中学校職場体験

■ 広報やくも取材体験

永橋優月（八中２年）さんが、同じ

く職場体験実習に取り組む生徒に

取材し、記事を作成しました。

八中職場体験実習リポート
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〈
広
告
〉

　

八
雲
町
総
合
開
発
委
員
会
は
、

町
長
の
附
属
機
関
と
し
て
、
八
雲

町
の
産
業
経
済
、
福
祉
、
教
育
な

ど
住
民
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
各

種
の
政
策
に
つ
い
て
総
合
的
に
審

議
し
、
意
見
を
具
申
す
る
機
関
と

し
て
設
置
す
る
も
の
で
す
。

　

八
雲
町
総
合
計
画
の
推
進
や
町

が
実
施
す
る
各
種
施
策
に
対
し
、

町
民
の
幅
広
い
意
見
を
取
り
入

れ
、
町
民
に
開
か
れ
た
行
政
を
推

進
す
る
た
め
、
八
雲
町
自
治
基
本

条
例
第
17

条
に
基
づ
き
、
次
の
と

お
り
「
八
雲
町
総
合
開
発
委
員
」

の
一
部
を
公
募
し
ま
す
。

1
、
募
集
の
趣
旨

　

平
成
19

年
に
八
雲
町
教
育
目
標

を
基
本
理
念
に
策
定
し
た
「
第
一

期
八
雲
町
教
育
推
進
計
画
」
が
、

期
間
終
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
こ

の
先
10

年
間
の
教
育
行
政
の
指
針

と
な
る
「
第
二
期
八
雲
町
教
育
推

進
計
画
」
の
前
期
5
カ
年
の
計
画

を
平
成
27

年
度
か
ら
平
成
29

年
度

に
か
け
て
策
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

「
第
二
期
八
雲
町
教
育
推
進
計

画
」
は
変
化
の
激
し
い
未
来
に
お

い
て
、
自
ら
の
人
生
を
切
り
拓
き

人
生
を
力
強
く
生
き
抜
く
八
雲
町

の
子
ど
も
達
を
育
成
す
る
た
め

に
、
学
校
、
保
護
者
、
地
域
と
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
教
育
を
推
進

す
る
方
策
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

本
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
計
画

を
よ
り
良
い
も
の
と
す
る
た
め

に
、
広
く
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

2
、
意
見
の
募
集
期
間

　

12

月
18

日
（
月
）
〜

平
成
30

年
1
月
17

日
（
水
）

3
、
提
出
で
き
る
方

　

年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

②
住
所
を
有
し
て
い
な
く
て
も
、

町
内
の
事
業
所
な
ど
で
働
い
て

い
る
ま
た
は
学
ん
で
い
る
方

③
町
内
で
活
動
す
る
法
人
、
団
体

4
、
資
料
の
入
手
方
法
・
提
出
方
法

【
入
手
方
法
】

・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド

・
次
の
場
所
へ
の
備
え
付
け

　

総
務
課
総
務
係
、
公
民
館
、
熊

石
教
育
事
務
所
、
落
部
支
所

【
提
出
方
法
】

・
書
面
の
持
参

（
備
え
付
け
と
同
様
）

・
書
面
の
郵
送　

　

〒
0
4
9
│
3
1
1
2

　

八
雲
町
末
広
町
1
5
4
番
地

　

八
雲
町
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
宛

・
フ
ァ
ッ
ク
ス　

・
電
子
メ
ー
ル

5
、
留
意
事
項

　

意
見
の
提
出
に
あ
た
っ
て
は
、

書
面
に
必
ず
、
住
所
、
氏
名
（
法

人
そ
の
他
の
団
体
の
場
合
は
、
名

称
お
よ
び
代
表
者
名
）
、
電
話
番

号
、
3
│
②
に
該
当
す
る
方
は
、

事
業
所
ま
た
は
学
校
の
名
称
の
記

載
を
お
願
い
し
ま
す
。
記
載
が
な

い
場
合
や
電
話
で
の
受
け
付
け
は

【
公
募
人
数
】
5
名
程
度

【
応
募
資
格
】

　

八
雲
町
に
お
住
ま
い
の
方
で
、

平
成
30

年
1
月
1
日
現
在
に
お
い

て
満
20

歳
以
上
の
方
。

【
任
期
】
2
年
間

（
平
成
30

年
2
月
1
日
〜

平
成
32

年
1
月
31

日
）

【
応
募
期
間
】

　

12

月
15

日
（
金
）
〜

　
　

平
成
30

年
1
月
15

日
（
月
）

【
報
酬
】
日
額　

5
，
6
0
0
円

【
そ
の
他
】

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

　

会
議
は
、
年
2
〜
3
回
程
度
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

企
画
振
興
課
企
画
係

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
3
0
0

八雲町自治基本

条例第14条の規

定に基づき、

町民皆さまから

広く意見を

公募します

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
個
人
情
報
は
、
本
件
の
内
部
管

理
の
み
に
使
用
し
ま
す
。
提
出

意
見
お
よ
び
検
討
結
果
の
公
表

に
あ
た
っ
て
は
、
個
人
情
報
を

公
表
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

八
雲
町
教
育
委
員
会学

校
教
育
課

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
3
1
3
1

　

5

0
1
3
7
│
64
│
3
8
4
8

　

電
子
メ
ー
ル

　

gakkyo
@
to
w
n
.yaku

m
o
.lg.jp

八
雲
町
総
合
開
発
委
員
を

公
募
し
ま
す

第
二
期
八
雲
町
教
育
推
進

計
画
（
前
期
）
に
つ
い
て

八雲町自治基本
条例第17条の規
定に基づき、
委員の一部
を公募
します

広報やくも広告募集中
①たて１０.０cm×よこ１７.０cm 
　……………………… 月額（町内業者）20,570円
②たて１５.０cm×よこ１７.０cm
　……………………… 月額（町内業者）10,280円
③たて１５.０cm×よこ１８.５cm
　……………………… 月額（町内業者）5,140円
④たて１５.０cm×よこ１２.０cm
　……………………… 月額（町内業者）1,540円
詳しくは、企画振興課協働推進係まで

委
員
の
募
集
結
果

○
八
雲
町
青
少
年
問
題
協
議
会

　

委
員

・
公
募
人
数　
　
　
　
　

1
名

・
公
募
結
果　
　
　
　
　

0
名
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※家賃は、入居者の収入により家賃欄の範囲内の金額で決まります。
※浴室欄に「風呂場」とある場合は、浴槽、風呂釜等は入居者が用意する住宅もあります。
□詳しくは、建設課管理係または熊石総合支所地域振興課までお問い合わせください。
□申し込みは、八雲地域、熊石地域ともに12月15日（金）までに、町営住宅入居用の所得証明書および住民票を添付し、
　町営住宅入居申込書及び個人情報の収集に関する同意書を提出してください。

【熊石地域】 公営住宅の空き部屋を支障のない限り「みなし特定公共賃貸住宅（収入要件などを特定公共賃貸住宅まで拡大した住宅）」として入居が可能です。

【八雲地域】

町営住宅入居者募集

団　　地　　名 建築年度 募集戸数 構造・間取・面積 浴　室家　　賃

H13

H15

S62

S57

S58

Ｓ63

Ｈ５

H5

Ｈ6

Ｈ7

S61

1

1

1

2

1

1

2

2

2

1

1

ユニットバス

ユニットバス

風呂場

風呂場

風呂場

風呂場

ユニットバス

ユニットバス

ユニットバス

ユニットバス

風呂場

１棟8戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 71.14G

１棟8戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 69.86G

１棟6戸重ね建（1Ｆ） 3LＤＫ 62.19G

１棟6戸重ね建（1Ｆ・2F） 3LＤＫ 62.19G

１棟6戸重ね建（1F） 3LＤＫ 62.19G

１棟4戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 63.11G

１棟１０戸重ね建（1Ｆ） 2LDK 59.24G

１棟１０戸重ね建（3F） 3LDK 70.99G

１棟１０戸重ね建（1Ｆ・2F） 3LDK 73.44G

１棟１０戸重ね建（1F） 2LDK 59.24G

１棟6戸重ね建（1F） 3LＤＫ 62.19G

19,700円

19,300円

14,900円

14,200円

14,400円

15,700円

16,800円

20,100円

21,100円

17,200円

15,000円

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

87,900円

94,100円

35,100円

32,200円

33,400円

34,900円

36,500円

42,900円

48,600円

43,900円

35,300円

折戸団地（熊石折戸町52）

折戸団地（熊石折戸町99－1）

平団地（熊石平町177）

根崎団地（熊石根崎町400－1）

根崎団地（熊石根崎町400－1）

根崎団地（熊石根崎町400－1）

雲石団地（熊石雲石町217）

雲石団地（熊石雲石町217）

雲石団地（熊石雲石町180－4）

雲石団地（熊石雲石町187）

鳴神団地（熊石鳴神町215）

12,600円 18,800円～S53 1 風呂場１棟6戸2階建 3DK 63.86G野田生団地（野田生463－1）

団　　地　　名 建築年度 募集戸数 構造・間取・面積 家　　賃 浴　室

　

「
北
海
道
新
幹
線
新
八
雲
（
仮

称
）
駅
周
辺
整
備
基
本
計
画
」
お
よ

び
「
八
雲
町
立
地
適
正
化
計
画
」
は
、

新
幹
線
新
八
雲
（
仮
称
）
駅
周
辺
の

整
備
基
本
計
画
や
都
市
経
営
コ
ス

ト
や
環
境
負
荷
を
抑
え
た
コ
ン
パ

ク
ト
な
都
市
を
目
指
す
た
め
の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
す
。

　

こ
の
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
町

民
の
皆
さ
ま
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
ご
意
見
・
ご
提
言
を
い
た

だ
く
た
め
次
の
日
程
で
町
民
懇
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
18
日
（
月
）

　

①
午
後
1
時
30
分

　

②
午
後
6
時
30
分

【
場
所
】
は
ぴ
あ
八
雲

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
新
幹
線
推
進
室
推
進
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
3
0
0

・
建
設
課
都
市
計
画
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
5

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
は
、
道
内
1
7
9
市
町
村
と

の
連
携
の
も
と
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
を
運
営
し
て
い
る
特
別
地

方
公
共
団
体
で
す
。
こ
の
た
び
、

広
域
連
合
で
は
、
広
域
連
合
と
市

町
村
が
連
携
し
な
が
ら
処
理
す
る

事
務
に
つ
い
て
定
め
た
「
第
2
次

広
域
計
画
」
お
よ
び
被
保
険
者
の

健
康
の
保
持
増
進
事
業
の
た
め
の

「
保
健
事
業
実
施
計
画
」
が
平
成
29

年

度

末

で

終

了

す

る

こ

と

か

ら
、
平
成
30
年
度
か
ら
の
新
た
な

計
画
を
策
定
し
ま
す
。
こ
の
計
画

の
策
定
に
あ
た
り
、
次
の
と
お
り

広
く
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
案
件
に
つ
い
て
】

〇
募
集
案
件

・
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
第
3
次
広
域
計
画
（
原
案
）

・
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
保
健
事
業
実
施
計
画
（
第

2
期
）（
原
案
）

〇
募
集
期
間

　

11
月
29
日
（
水
）
〜

12
月
28
日
（
木
）（
必
着
）

【
計
画
（
原
案
）
お
よ
び
募
集
要
領

　

の
閲
覧
方
法
に
つ
い
て
】

　

意
見
募
集
の
開
始
日
か
ら
、
左

記
の
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
次

の
場
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

・
住
民
生
活
課
国
民
健
康
保
険
係

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

・
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
//
ir
y
o
k
o
u
ik
i-

h
o
k
k
aid
o
.jp
/h
o
tn
ew
s/d
eta

il/0
0
0
0
0
2
2
5
.h
tm
l

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
北
海
道
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合

　

〒
0
6
0
│
0
0
6
2

　

札
幌
市
中
央
区
南
2
条
西
14
丁

　

目
国
保
会
館
6
階

　

☎
0
1
1
│
2
9
0
│
5
6
0
1

・
住
民
生
活
課
国
民
健
康
保
険
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
2

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

第
3
次
広
域
計
画
（
原
案
）
お
よ
び

保
健
事
業
実
施
計
画
（
第
2
期
）（
原
案
）

に
関
す
る
町
民
意
見
募
集
に
つ
い
て

北
海
道
新
幹
線
新
八
雲

（
仮
称
）
駅
周
辺
整
備
基

本
計
画
お
よ
び
八
雲
町

立
地
適
正
化
計
画
策
定

に
つ
い
て
町
民
懇
談
会

を
開
催
し
ま
す

広報 ���  12月号　16



　前回のVol.16（平成29年9月号）では自治基本条

例の第４章（住民投票）第19条、第20条について解

説しました。今号では、第５章（町民）第21条を紐解

いていきます。

第5章（町民）

　まちづくりにおける町民の基本姿勢と役割、権

利について定め、まちづくりにおける町民のある

べき姿を明示しています。

　これからのまちづくりにおいては、今まで以上

に町民が主体性を発揮し、自ら考え、行動するこ

とが必要です。そのため、町民としての決まりを

守り、互いの自由と人格を尊重しながら連携強調

することを求めています。

第21条　町民は、住民自治の基本を理解し、自

ら考え行動し、まちづくりの主体としての役割

を果たすよう努めるものとします。

2　町民は、互いの自由と人格を尊重し合い、公

共のきまりを守り、連携し、協力してまちづく

りに努めるものとします。

3　町民は、常にまちづくりに関心を持ち、積極

的に参加し、互いに助け合い、支え合い、安心

して暮らせるまちづくりに努めるものとします。

4　町民は、ひとしく行政サービスを受けるため

に必要な負担を分担します。　

5　町民は、まちづくりに関して、自らの発言及

び行動に責任を持つよう努めるものとします。

6　町民は、次の世代に配慮し、持続可能な地域

社会を築くよう努めるものとします。

7　町民は、関係する機関、団体等と連携して、

子どもの安全の確保と教育の充実に努め、次代

を担う子どもたちの健やかな成長を支えるため、

町民ぐるみの子育ての推進に努めるものとしま

す。

　

　町民およびコミュニティの項目に「責務」とい

う表現を用いない理由は、町民は主権者であり、

主権者同士が縛り合うことは、自治基本条例が目

指す「町民参加など町民の権利を保障し、まちづ

くりへの参加を促進する」という考え方に馴染ま

ないためです。また、町民のまちづくりへの参加

は、それぞれの町民自由意思に基づいて行われる

ため、強制はできないという考え方にも基づいて

います。

　一方、議会および行政（町長および職員）は、

町民の信託を受け、一定の権限を委ねられている

ため、「責務」という表現を用いています。　

vol.●17
自治基本条例って
何ですか

第５章（町民）

解説・考え方

　自動車（バイク含む）事故による重度後遺障害（脳損・脊損）により介護を要する

方へ、後遺障害の程度などに応じて月額29,290～136,880円支給します。

　自動車（バイク含む）事故により死亡または重度後遺障害（脳損・脊損）を負われた方の義務教育終了

前の子弟に対し、月々一定額の育成資金を無利子で貸し付けします。

　自動車（バイク含む）事故により死亡または重度後遺障害（脳損・脊損）を負われた方の義務教育終了

前の子弟のいる家庭に対し、交流会やレクリエーションを開催しています。

【問い合わせ先】自動車事故対策機構函館支所　☎0138－88－1007

■介護料支給のご案内

ナスバ（自動車事故対策機構）より

交通事故被害者世帯の皆さんに
次の援護制度をご紹介します

■交通遺児等育成資金貸付のご案内

■交通遺児等友の会入会のご案内

ご存
知

です
か？
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町
が
導
入
を
予
定
し
て
い
る
、

小
中
一
貫
教
育
お
よ
び
学
校
・
家

庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
学
校

運
営
を
支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

 

北
海
道
土
産
と
し
て
有
名
な
木

彫
り
熊
。
そ
の
発
祥
地
で
あ
る
八

雲
の
木
彫
り
熊
に
つ
い
て
、
歴
史

や
彫
り
方
の
特
徴
な
ど
実
物
の
木

彫
り
熊
を
用
い
て
解
説
し
ま
す
。

 
八
雲
地
域
開
墾
の
中
心
と
な
っ

た
尾
張
徳
川
家
と
の
関
わ
り
を
簡

単
に
解
説
し
ま
す
。

　

ご
み
の
分
別
、
出
し
方
、
廃
小

型
家
電
、
廃
食
用
油
や
古
着
の
拠

点
回
収
、
資
源
ご
み
集
団
回
収
活

動
助
成
、
生
ご
み
処
理
機
購
入
助

成
事
業
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

思
わ
ぬ
事
故
や
災
害
に
よ
る
ケ

ガ
を
し
た
方
や
急
病
に
な
っ
た
方

へ
の
応
急
手
当
、
突
然
心
肺
停
止

に
な
っ
た
方
に
救
急
車
到
着
ま
で

最
低
限
の
救
命
処
置
（
心
肺
蘇
生

法
な
ど
）
が
救
命
率
の
向
上
に
つ

な
が
る
重
要
性
に
つ
い
て
実
技
を

交
え
て
説
明
し
ま
す
。

　

一
般
住
宅
に
お
け
る
出
火
原
因

に
つ
い
て
、
ま
た
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
に
よ
る
効
果
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

　

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
防
災

に
つ
い
て
も
う
一
度
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

・
多
様
な
災
害
に
つ
い
て
（
30

分
）

・
津
波
に
つ
い
て
（
30

分
）　

・
机
上
訓
練
（
図
上
訓
練
）
の
実

　

施
（
60

分
）

　

携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
機
能
で
の

「
北
海
道
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
」

や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

（
a
u
）
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
携

帯
電
話
で
、
町
か
ら
の
避
難
勧
告

等
の
情
報
を
受
信
す
る
こ
と
が
で

き
る
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
際
、
自
力
で

避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢

者
、
障
が
い
者
な
ど
の
「
災
害
時

要
援
護
者
」
に
つ
い
て
、
町
内
会

で
で
き
る
避
難
支
援
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

自
宅
で
具
合
が
悪
く
な
り
、
救

急
車
を
呼
ぶ
「
も
し
も
」
の
と
き

の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め

配
付
し
て
い
る
「
や
く
も
安
心

キ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

方
策
の
一
つ
と
し
て
、
町
民
の
皆

さ
ま
と
の
意
見
交
換
を
通
じ
て
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
ご
意
見
、
ご
提
案
を
ま

ち
づ
く
り
施
策
に
反
映
す
る
た
め

に
、
出
前
説
明
会
を
実
施
し
ま

す
。
各
団
体
や
グ
ル
ー
プ
の
総

会
、
会
合
の
場
に
町
職
員
が
出
向

い
て
説
明
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
呼
び
く
だ
さ
い
。

※
希
望
の
日
時
、
会
場
、
参
加
予

　

定
人
数
、
説
明
会
テ
ー
マ
を
事

　

前

に

お

知

ら

せ

く

だ

さ

い

（
テ
ー
マ
は
、
複
数
選
択
ま
た
は

　

次
の
テ
ー
マ
以
外
で
も
可
）
。

【
時
間
】
所
要
時
間
は
、
相
談
に

　

応
じ
ま
す
が
、
最
長
2
時
間
程

　

度
と
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

・
企
画
振
興
課
協
働
推
進
係

　

☎
０
１
３
７
│
62
│
２
３
０
０

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
０
１
３
9
8
│
2
│
3
1
1
1

　

ま
ち
の
憲
法
と
も
呼
ば
れ
、
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
、
基
本
原

則
、
町
民
・
議
会
・
行
政
の
あ
り

方
、
町
民
参
加
な
ど
具
体
的
な

ル
ー
ル
を
定
め
る
自
治
基
本
条
例

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

 
 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
の
交

付
金
額
の
算
定
基
準
や
申
請
方
法

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

社
会
を
担
う
次
世
代
の
た
め

に
、
男
性
・
子
ど
も
の
男
女
共
同

参
画
、
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶
や

全
て
の
分
野
に
お
け
る
政
策
・
方

針
決
定
へ
の
女
性
参
画
な
ど
を
重

視
し
て
策
定
さ
れ
た
第
2
次
八
雲

町
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
策
定

趣
旨
や
推
進
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

出前説明会を
実施します

お気軽にお呼びください

自
治
基
本
条
例
と
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

テーマ
1

木
彫
り
熊
誕
生
秘
話

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

テーマ
5

小
中
一
貫
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

テーマ
4

火
災
予
防
に
つ
い
て

テーマ
9

「
災
害
時
要
援
護
者
」
の

避
難
支
援
対
策
に
つ
い
て

テーマ
12

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

に
つ
い
て

テーマ
2

尾
張
徳
川
家
と
八
雲
町
の

関
係
に
つ
い
て

テーマ
6

ご
み
の
分
別
と
資
源
リ
サ

イ
ク
ル
に
つ
い
て

テーマ
7

心
肺
蘇
生
法
の

　
　
　

重
要
性
に
つ
い
て

テーマ
8

八
雲
町
男
女
共
同
参
画
の

推
進
に
つ
い
て

テーマ
3

自
然
災
害
か
ら

　
　
　

身
を
守
る
た
め
に

テーマ
10

携
帯
電
話
メ
ー
ル
機
能
に
よ
る

「
北
海
道
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
」

と
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
の
受
信

登
録
に
つ
い
て

テーマ
11

安
心
は
冷
蔵
庫
か
ら

や
く
も
安
心
キ
ッ
ト
に
つ
い
て

テーマ
13
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認
知
症
の
方
々
や
そ
の
家
族
を

温
か
く
見
守
る
応
援
者
が
地
域
に

増
え
る
こ
と
を
目
的
に
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
実
施
し
、

認
知
症
に
関
す
る
知
識
や
支
援
方

法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
受
講

さ
れ
た
方
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
に
認
定
さ
れ
、
目
印
で
あ
る

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
配
布
し
ま

す
。

　

高
齢
者
が
「
金
銭
の
管
理
が
大

変
に
な
っ
て
き
た
」
「
訪
問
販
売

の
被
害
に
あ
っ
た
」
「
虐
待
の
可

能
性
が
あ
る
」
な
ど
、
判
断
能
力

が
低
下
し
て
き
た
と
き
に
利
用
で

き
る
制
度
や
S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

足
腰
の
筋
力
低
下
を
防
ぐ
な

ど
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら

な
い
よ
う
、
介
護
予
防
の
知
識
を

講
話
や
実
技
を
交
え
て
説
明
し
ま

す
。

　

町
が
実
施
す
る
検
診
や
健
康
づ

く
り
教
室
、
生
活
習
慣
病
予
防
の

た
め
の
健
康
法
を
説
明
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
（
仕
組
み
、
要

介
護
認
定
申
請
か
ら
サ
ー
ビ
ス
利

用
ま
で
の
流
れ
、
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
、
介
護
保
険
料
に
つ
い

て
）
お
よ
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

　

日
常
生
活
の
中
で
の
疑
問
点
や

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
現
代
社

会
。
図
書
館
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な

資
料
を
も
と
に
、「
調
べ
る
」
「
学

ぶ
」
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

　

総
合
病
院
が
も
っ
て
い
る
医
療

に
関
す
る
知
識
や
技
術
力
（
薬
・

食
事
・
検
査
・
リ
ハ
ビ
リ
・
レ
ン

ト
ゲ
ン
に
関
す
る
こ
と
な
ど
）
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

居
住
機
能
や
医
療
・
福
祉
・
商

業
、
公
共
交
通
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
都
市
機
能
の
誘
導
に
よ
り
、
一

定
の
人
口
密
度
を
維
持
し
な
が
ら

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
と
公

共
交
通
の
確
保
を
図
り
、
持
続
可

能
な
都
市
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
た
め
の
立
地
適
正
化
計
画
に
つ

い
て
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

　

空
家
等
は
地
域
の
住
民
へ
与
え

る
影
響
が
大
き
く
重
要
な
政
策
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
八
雲
町
空

行
政
評
価
に
つ
い
て

テーマ
25

認
知
症
に
つ
い
て
〜
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

テーマ
14

介
護
予
防
、
介
護
の
知
識

に
つ
い
て

テーマ
16

八
雲
総
合
病
院
の
情
報
を

発
信
に
つ
い
て

テーマ
20

介
護
保
険
制
度
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

テーマ
18

暮
ら
し
に
役
立
つ
図
書
館

テーマ
19

家
等
対
策
計
画
に
基
づ
き
、
空
家

等
の
除
却
ま
た
は
改
修
に
関
す
る

補
助
制
度
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

衛
生
的
で
快
適
な
生
活
環
境
を

築
き
、
河
川
や
海
な
ど
の
自
然
環

境
を
守
る
た
め
の
水
洗
化
に
つ
い

て
、
ま
た
、
下
水
道
整
備
区
域
外

に
お
け
る
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

の
補
助
制
度
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

次
の
3
つ
要
件
を
満
た
し
て
い

れ
ば
、
加
入
資
格
の
あ
る
農
業
者

年
金
制
度
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

・
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
じ

　

て
い
る
。

・
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者

（
な
お
、
保
険
料
納
付
免
除
者
は

　

除
き
ま
す
）

・
年
齢
は
20
歳
以
上
60
歳
未
満

　

町
民
の
意
見
を
積
極
的
に
聴
取
す

る
特
定
事
務
事
業
を
設
け
、担
当
課

が
多
様
な
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
企
画
振
興
課
企
画
係

（
☎
0
1
3
7
│
62
│
2
3
0
0
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
活
習
慣
病
予
防
に

　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て

テーマ
17

立
地
適
正
化
計
画
の

　
　
　
　

概
要
に
つ
い
て

テーマ
21

農
業
者
年
金
制
度
に

　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て

テーマ
24

水
洗
化
・
合
併
処
理
浄
化

槽
の
設
置
に
つ
い
て

テーマ
23

空
家
等
対
策
支
援
補
助
金

に
つ
い
て

テーマ
22

明治150年
明治以降の歩みを

次世代に遺す

明治の精神に学び、

さらに飛躍する国へ

　平成30年（2018年）は、明治元年（1868

年）から起算して満150年に当たります。政

府では、内閣官房副長官を議長とする「「明

治150年」関連施策各府省連絡会議」を設

け、①「明治以降の歩みを次世代に遺す施

策」、②「明治の精神に学び、さらに飛躍す

る国へ向けた施策」、③「明治150年に向け

た機運を高めていく施策」の３つを柱とし

て、政府一体となって「明治150年」関連施

策を推進しているところです。

　国だけでなく、地方公共団体や民間も含め

て、日本各地で、「明治150年」に関連する多

様な取組が推進されるよう、ロゴマークの使

用促進や広報などを通じて、「明治150年」

に向けた機運の醸成を図っています。

　詳しくは以下のホームページを御覧ください。

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/meiji150

/portal/

内閣官房「明治150年」
関連施策推進室

高
齢
者
の
権
利
を
ま
も
る

制
度
に
つ
い
て

テーマ
15
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〈
広
告
〉

�
�
�
�
��
�

　

八
雲
町
初
の
大
型
ク
リ
ス
マ
ス

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
！
都
会
に
行
か

な
く
て
も
八
雲
で
ク
リ
ス
マ
ス
気

分
を
味
わ
え
ま
す
。
家
族
や
恋

人
、
友
だ
ち
と
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
一
日
を
通
し
て
ク
リ
ス
マ

ス
を
大
い
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

【
日
時
】
12

月
23

日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
11

時
〜
午
後
9
時

【
場
所
】
は
ぴ
あ
八
雲

【
運
営
】

・
主
催
：
八
雲
ク
リ
ス
マ
ス
大
作

　
　
　
　

戦
実
行
委
員
会

・
共
催
：
八
雲
商
工
会

・
後
援
：
八
雲
町
教
育
委
員
会

【
内
容
】

・
ク
リ
ス
マ
スイ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

・
お
も
ち
ゃ
の
王
国
（
子
ど
も
が

　

珍
し
い
お
も
ち
ゃ
や
ゲ
ー
ム
で

　

遊
べ
る
コ
ー
ナ
ー
）

・
お
菓
子
の
王
国

　

（
ス
イ
ー
ツ
バ
イ
キ
ン
グ
）

・
ク
リ
ス
マ
ス
が
テ
ー
マ
の
ワ
ー

　

ク
シ
ョ
ッ
プ

・
チ
キ
ン
や
シ
チ
ュ
ー
な
ど
の
飲

　

食
物
、
雑
貨
の
販
売

・
ナ
イ
ト
パ
ー
テ
ィ
ー
（
プ
レ
ゼ

　

ン
ト
交
換
会
や
ダ
ン
ス
、
バ
ン

　

ド
演
奏
な
ど
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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　防災の決意を新たに、新春の門出を飾る消防出初式

が、次のとおり挙行されます。

【日時】平成30年1月6日（土）午後1時30分

【場所】八雲町総合保健福祉施設（シルバープラザ内）

【問い合わせ先】

　八雲町消防本部   ☎0137－63－2686

八雲町消防出初式平成

30
年
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INFORMATION  YAKUMO

　今年度の長万部町営スキー場は12月下旬がオープン予定で

す！お帰りの際はちょっと寄り道「長万部温泉郷」でゆった

りおくつろぎください！

【リフト（ロープトウ）運行時間】※月曜日運休

　火～金曜日　　　…午後5時～午後9時

　土・日曜日、祝日…午前9時～午後9時

【温泉日帰り入浴料金】約500円

【問い合わせ先】長万部町教育委員会 ☎01377－2－2748

長万部

　露天風呂、サウナ、全身浴、ジェットバスなどを備えた本

格的スパ・ホテル。レストランでは地場産品を使ったお料理

も堪能できます。用途に合わせてご相談ください。

【宿泊料】1泊2食１人7,992円～（入湯税別途。 朝・夕2食付）

【問い合わせ先】温泉ホテルきたひやま ☎0137－84－4120

　冷え性、神経痛、火傷などに効能があります。美肌効果の

ある成分も含まれているそうです。

【場所】瀬棚区本町（旧国鉄瀬棚駅跡地）

【営業時間】午前10時～午後9時　※毎月第1・3月曜日定休

【入浴料】大人400円、中人140円、小人70円

【問い合わせ先】やすらぎ館　☎0137－87－3841

　日頃のご愛顧に感謝をこめて「忘・新年会特別プラン」を

ご用意。温泉に入り、のんびり気分で大宴会！身も心もリフ

レッシュしませんか。

【場所】大成区貝取澗388番地

【宿泊料（税込）】大人8,500円、小学生6,590円、

　　　　　 　　  幼児1,800円（寝具のご利用のみ）

【問い合わせ先】国民宿舎あわび山荘 ☎01398－4－5522

せたな

北檜山区

　米どころ、今金生まれの酒造好適米「吟風」を精米歩合55％

まで研磨し、原料水は「後志利別川」の伏流水。倶知安町の「二世

古酒造」で寒中ゆっくり醸造したこだわりの一品です。

【価格】

・「純米吟醸酒  今金」720㎖:1,697円、1.8ℓ:2,725円

・「特別本醸造酒  万太郎」720㎖:1,388円、1.8ℓ:2,418円

・「特別本醸造酒  今金彗星16度」720㎖:1,388円、1.8ℓ:2,418円

【販売先】今金町内の各酒販店

【問い合わせ先】今金地酒の会（Ａコープいまかね店）☎0137－82－0851

今　金
大好評発売中Y

今金産米こだわりの地酒

瀬 棚 区

大 成 区
10人以上でカラオケ無料

あわび山荘

送迎付の各種宴会プランをご用意
忘新年会・宴会プランは

温泉ホテルきたひやま

無料ロープトウがあります

長万部町営スキー場オープン！（予定）

弱アルカリ性温泉

公営温泉浴場「やすらぎ館」

ネットワーク

　北海道日本ハムファイターズは、北海

道移転10年目を記念し選手自らが応援大

使となり、1年間、市町村のPRや各種プ

ロモーション活動を行い、地域のまちづ

くり・まちおこしに寄与する取り組みを

2013年から行っております。

　このたび、八雲町が選定され、11月

26日に行われたファンフェスティバルに

て、八雲ヤンガーズ野球スポーツ少年団

の木村翔君がレア－ド選手、岡選手、公

文選手をひきあて、1年間、八雲町の応

援大使になることが決定しました。

　今後の活動については、広報やくも、

町ホームページでご確認ください。

【問い合わせ先】

企画振興課企画係　☎0137－62－2300

レア－ド選手 岡選手 公文選手
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文化祭（八雲、落部、熊石）開催

まちの名人が集結Y

　芸術の秋、10月から11月にかけて町内各地域では文化祭が開催され、まちの名人による芸能・作品が集まり

ました。八雲会場では、公民館からシルバープラザへ会場を変え、芸能部門ではベリーダンスなど新しい演目や、

コーラス、舞踊、詩吟などのほか、文化団体による木彫り熊、生け花、写真、絵手紙などの展示がされました。

落部会場（落部町民センター、落部中学校）では、あかしや保育園、落部小・中、東野小、落部長寿会による合

唱・ダンスほか、同地域の園児、児童、生徒によるトラクター・船の絵や工作、各団体・個人による写真やパッチ

ワークなどの展示が行われ地域の人が思い思いの表現を楽しむ文化祭となりました。熊石会場（くまいし館）

では、昨年度八雲町指定文化財となった「熊石村村会所諸用留」など4件7点の貴重な文化財が一般公開され

たほか、最終日の5日には、地域包括支援センターのスタッフによる「クマともカフェ」が開催され、参加者は認

知症に関する講話のほか、アロマ体験を楽しみました。

　食欲の秋、海の恵みを味わうイベントが町内で

開催されました。10月22日にはやくも大漁秋味ま

つり（主催：やくも大漁秋味まつり実行委員会）、

11月11日にはおとしべ海の幸豪海フェスタ（主

催：落部漁業協同組合）が行われ、両会場では、目

玉の鮭の山漬けや自慢の海産物が販売され、女性

部が作る旬の鮭や地元の野菜などが入った温かい

浜鍋がふるまわれました。落部豪海フェスタに函

館から来たという来場者は「いろいろなイベントに

行きますが、地域の人が温かく迎えてくれここが

一番です」と答えていました。

やくも大漁秋味まつり・
おとしべ海の幸豪海フェスタ

噴火湾が育む海の恵みが勢揃いY

　11月23日、総合体育館にて八雲町高齢者生きが

いづくり推進事業として、第26回シルバーオリン

ピックが開催され、町内の団体15チーム205名が

カローリングやビーンボーリングなど普段できな

い競技や玉入れ競争など10競技を楽しみました。

参加者は「毎年楽しみにしている。今年も優勝を目

指してがんばりたい」と語り、他のチームの競技を

見守りながら自分の番を今か今かと待っていまし

た。優勝した「熊石生きがい学習塾」には輝かしい

トロフィーが授与されました。

シルバーオリンピック

スポーツの秋、
町内一番のチームはどこだ？

くまいしむらむらかいしょしょようどめ

まちのわだい
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全町一日健康の集い
健康がテーマの祭典Y

　11月3日、シルバープラザにて全町一日健康の集い（主催：八雲

町）が開催され、町内の医療福祉団体などと連携し、健康づくりを

テーマとしたイベントが行われました。会場では、歯のフッ素塗布、

お菓子を使った調剤体験、野菜の重量当てクイズのほか、恒例の保健

推進委員による演劇「3匹の子豚」、なごや労働衛生コンサルタント

事務所所長山田琢之氏による心の健康についての講演などさまざまな

催しが行われ、大人も子どもも楽しみながら健康について学びました。

　11月20日、スポーツ医学をテーマに、八雲総合

病院主催の「道南“スポーツ医学”スペシャルセミ

ナー」が行われ、日本ハムファイターズのチームド

クターリーダーで八雲総合病院整形外科医長を務

める横田正司医師、北海道日本ハムファイターズ

田中賢介選手による講演が行われました。横田医

師は、実際に自分が診た日本ハムファイターズ選

手や少年野球選手の症例、けが予防のためのト

レーニング方法などスポーツ医学について語りま

した。また、田中選手は、球団・野球秘話やメ

ジャーリーグ挑戦などについて語り、「野球を上達

するために、上手い人との差を見つけ目標設定

し、練習の仕方の工夫をする。結果の確認も必要」

と自身の野球論について語り、野球少年団の選手

など来場者は田中選手の話に聞き入っていました。

道南“スポーツ医学”
スペシャルセミナー

北海道日本ハムファイターズ田中賢介選手も登場Y

　10月15日、八雲町をはじめ、道南11町で構成

されている檜山地区郵便局長会の45歳以下で構成

された中堅若手会のメンバー17人による「クリー

ンアップ作戦」が行われ、熊石見日地区から熊石黒

岩地区のゴミ拾いボランティアを行いました。国

道付近を約2kmにわたって、空き缶や空き瓶、

ペットボトル等を回収し、回収したゴミ袋は約

100キロになりました。参加した熊石郵便局の棚

田局長は、「今後もこうした形で地域に恩返しをし

ていきたい」と話していました。

檜山地区郵便局長会中堅若手会
によるクリーンアップ作戦Y

地域の環境美化に協力Y

　10月16日、熊石中学校で、陸前高田市で震災を経験し、約5カ月

間にわたって避難所の運営にあたった災害語り部の小松三生氏を招い

て、防災講演会が開催され、生徒や教員ら約50名が被災地からの声

に聴き入りました。講演では、震災が発生して避難誘導にあたった人

達がことごとく被災していることから、自分の身は自分で守る「津波

てんでんこ」をしっかり胸に刻んでほしいと語りかけるとともに、食

料、水道、電気、燃料など何もかもが不足する中で、避難所を運営し

てきた苦労や体験談を交えながら、常日頃から災害時の備えをするこ

とや地域のつながりの大事さを訴えました。

消防庁災害10年プロジェクト熊石中学校防災講演会
胸に刻もう「津波てんでんこ」の教訓をY

こまつ みつお

ReportYakumo
リポート やくも
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　八雲町では、新たに狩猟免許などを取得した方を対象として、狩猟免許の取得、猟銃の所持許可の取

得及び猟銃の購入等に要する経費に対し補助金を交付します。野生鳥獣による農作物等の被害でお困り

の方や、狩猟に興味のある方など、この機会に狩猟免許等を取得してみませんか。

【目的】全国的に狩猟人口が減少・高齢化する傾向の中で、八雲町の野生鳥獣の保護管理体制を維持す

るため、捕獲の担い手となる人材の確保を目的としています。

【補助率】補助対象経費の全額（10／10）

【対象経費】①狩猟免許取得関連（講習会受講料、申請手数料）

　　　　　　②銃砲所持許可取得関連（講習会受講料、申請手数料）

　　　　　　③銃砲装備関連経費（銃砲、保管ロッカー等購入費）※25万円を上限

【対象者】　①町内に住所を有する方で、町税等を滞納していない方

　　　　　　②新たに狩猟免許等を取得して狩猟者登録を受けた方

　　　　　　③北海道猟友会八雲支部に所属し、当該狩猟者登録を受けた年度の

　　　　　　　翌年度から５年間、町から有害鳥獣の捕獲活動に従事する要請が

　　　　　　　あった場合に従事することを誓約できる方

狩猟免許等の取得支援について

【問い合わせ先】農林課林業係　☎0137－62－2203

Che
ck
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八雲警察署からお知らせ

　このハガキは「サギ」です。実際に八雲町
や長万部町内に届いてます。絶対に電話を
しないでください。被害に遭っている方も
います。
※実際に町内に届いている「サギ」ハガキの全文で

　す。

　八雲町で発生した被害は「コンビニでの代行決

済」でお金を騙し取られました。大事なお知らせ

などに振り込みなどはないので、まずは警察に相

談しましょう！

　不審なハガキや電話がありましたら、信用しな
いで、まずは警察に相談をしてください。
　警察には、事件事故を受ける110番の他に各種
相談を受ける

相談電話ダイヤル「♯９１１０」もあります。
「まずは警察に相談を！！」　

【問い合わせ・申し込み先】函館方面八雲警察署　 10137－64－2110

詐欺にご注意ください 総合消費料金に関する
訴訟最終告知のお知らせ

■
み
な
さ
ん
は
相
続
と
聞
く
と
、
何
を
想
像
し
ま
す
か
？
多
く
の
方
は
、「
親
が
亡
く

な
っ
た
と
き
に
親
の
預
金
や
不
動
産
な
ど
の
財
産
を
受
け
継
ぐ
も
の
」
な
ん
て
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
も
、「
財
産
」
は
必
ず
し
も
預

金
や
不
動
産
の
よ
う
に
プ
ラ
ス
の
も
の
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
マ
イ
ナ
ス
の
財

産
、
つ
ま
り
借
金
な
ど
も
相
続
の
対
象
に
な
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。

■
さ
て
、
亡
く
な
っ
た
方
の
財
産
の
う
ち
、
マ
イ
ナ
ス
の
財
産
の
方
が
多
い
こ
と
が
分

か
っ
た
場
合
、
相
続
人
と
し
て
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
場

合
に
備
え
て
、
知
っ
て
お
く
と
便
利
な
手
続
き
が
「
相
続
放
棄
」
と
呼
ば
れ
る
手
続
き

で
す
。
家
庭
裁
判
所
で
「
相
続
放
棄
の
申
述
」
と
い
う
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
、
亡
く

な
っ
た
親
の
借
金
を
相
続
人
が
背
負
う
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
相
続
放
棄
を
す
る
場
合
に
は
、
特
に
次
の
2
点
に
注
意
が
必
要
で

す
。

■
ま
ず
、
相
続
放
棄
を
す
る
と
、
プ
ラ
ス
の
財
産
を
受
け
継
ぐ
権
利
を
も
放
棄
し
た
こ

と
に
な
る
点
で
す
。
亡
く
な
っ
た
方
の
財
産
が
、
プ
ラ
ス
の
も
の
と
マ
イ
ナ
ス
の
も

の
と
の
い
ず
れ
も
あ
っ
た
場
合
に
は
、
相
続
放
棄
を
す
る
か
ど
う
か
は
慎
重
に
判
断

す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

■
ま
た
、
相
続
放
棄
が
で
き
る
の
は
、
原
則
と
し
て
、
相
続
人
が
「
相
続
開
始
が
あ
っ

た
こ
と
」
を
知
っ
た
時
か
ら
「
3
カ
月
以
内
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
身
近
な
人
が
亡
く

な
る
と
慌
し
く
な
る
た
め
、
な
か
な
か
相
続
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
余
裕
も
な
く
、

そ
の
ま
ま
こ
の
期
間
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
非
常
に
多
い
の
で
、
特

に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
さ
て
、
当
事
務
所
で
は
、
今
回
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
相
続
に
関
す
る
相
談
を

は
じ
め
、
皆
様
か
ら
の
各
種
法
律
相
談
を
承
っ
て
お
り
ま
す
。
一
定
の
資
力
要
件
を

満
た
す
方
は
、
3
回
ま
で
無
料
の
法
律
相
談
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
少
し
で
も

気
に
な
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ぜ
ひ
「
法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務

所
（
☎
0
5
0
│
3
3
8
3
│
8
3
6
6
）
」
ま
で
相
談
予
約
の
お
電
話
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
ま
た
、「
法
テ
ラ
ス
江
差
法
律
事
務
所
（
☎
0
5
0
│
3
3
8
3
│

5
5
6
3
）」で
も
、
ご
相
談
を
承
っ
て
お
り
ま
す
の
で
あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

法
テ
ラ
ス
八
雲
通
信
vol.

66

「
相
続
放
棄
」
っ
て
？

法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所　

弁
護
士　

鳴
本　
　

翼

（
函
館
弁
護
士
会
所
属
）

　この度、ご通知致しましたのは、貴方が利用され

ていた契約会社ないし、運営会社側から契約不履行

による民事訴訟として、訴状が提出されました事を

ご通知致します。管理番号（わ）288裁判取り下げ最

終期日を経て訴訟を開始させていただきます。原告

側の主帳は全面受理され、執行官立ち会いの元、給

料差し押さえ及び、動産、不動産物の差し押さえを

強制的に履行させていただきますので裁判所執行官

による執行証書の交付を承諾していただくようお願

い致します。

裁判取り下げなどのご相談に関しましては当局にて

受け賜っておりますので、職員までお問い合わせ下

さい。

尚、書面での通達となりますのでプライバシー保護

の為、ご本人様からご連絡いただけますようお願い

申し上げます。

※取り下げ最終期日　平成29年○月○日

　法務省管轄支局　国民訴訟通達センター

　東京都千代田区霞が関3丁目1番7号

　取り下げ等のお問合せ窓口　03－6372－××××

　　受付時間　9:00～20:00（日、祝日除く）
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〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

・病院、各施設からの直接安置等、ご相談下さい

・町外からの搬送もお引き受けいたします

・自宅や寺院・会館を利用しての葬儀全てお任せ

　下さい

〒049－3102 北海道二海郡八雲町東町247－1

電話 0137－64－2855　FAX 0137－66－5015

新規・解体撤去・
リフォーム追加彫刻…
墓石のことなら
ご相談くださいY
洋型・和型墓石も各種展示いたしております。

お任せ下さい！！

TEL（0137）62－2960　FAX（0137）63－2266

みんなの年金ガイド
今月の年金相談

12月14日（木）

10:30～12:00

13:00～15:30

第1・2会議室

完全予約制
12月8日（金）までにお申し込みください。

次回は1月18日（木）です。

平成29年の社会保険料
（国民年金保険料）控除証明書の
送付について

◆問い合わせ先　　請求手続きや届け出など　ねんきんダイヤル 10570－05－1165

　　函館年金事務所　・加入手続きや納入相談など（国民年金課）

　　　　　　　　　　・障害年金の請求手続きなど（お客様相談室）

　　役場窓口　　　　　住民生活課社会係（窓口５番） 10137－62－2112

　　　　　　　　　　　熊石総合支所住民サービス課 101398－2－3111

番号のかけ間違いにご注意ください

詳しくは、お近くの「年金事務所」へおたずねください

10138－82－8002
※アナウンスに従いおかけください。

知っ
て

おき
たい

年金相談は完全予約制です。ご希望の方は、住民生活課社会係までご連絡願います。

○社会保険料控除証明書とは？

　社会保険料控除証明書は、国民年金保険料の納付額を証明する書類です。平成29年1月1日～10月2日

までの間に国民年金保険料を納められた方へ平成29年10月31日に送付されています。

※平成29年10月3日～12月31日までの間に、平成29年度中に初めて国民年金保険料を納めた方は、　

平成30年2月1日に送付される予定です。

〇何に使うものなのか？

　平成29年12月31日までに納めていただいた保険料は、今年の申告（控除）の対象となります。年末

調整・確定申告の際に、国民年金保険料についての「社会保険料控除」の適用を受ける場合は、この

控除証明書や領収証書の添付が必要です。

　年末調整・確定申告以外に、市区町村民税の申告の際に必要となる場合もあります。

〇控除証明書をなくしてしまった場合、再発行できるのか？

　再発行可能です。再発行を希望する方は、年金加入者ダイヤル（☎0570－003－004）または函館年

金事務所（☎0138－82－8002）へお問い合わせください。

なお、再発行にはご自身の基礎年金番号が必要になります。
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公
民
館

み
ん
な
の

◆申し込み・問い合わせ先　社会教育課（八雲町公民館内）10137─ 63─3131

「
お
年
寄
り
と
子
ど
も
の
集
い
」の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

八
雲
町
内
の
お
年
寄
り
と
子
ど
も
た
ち
が
交
流
す
る「
お
年
寄
り

と
子
ど
も
の
集
い
」、
今
年
度
最
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は「
も
ち
つ
き
」

で
す
。
お
年
寄
り
は
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
い
な

が
ら
、
人
生
で
得
た
知
恵
や
経
験
な
ど
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
、
子

ど
も
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
通
し
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
日
時
】

　

12
月
9
日（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後
1
時　

公
民
館
に
集
合

【
内
容
】
も
ち
つ
き
大
会

　

昔
な
が
ら
の
杵
と
臼
を
使
っ
た
餅
つ
き
と
、
餅
料
理
・
お
雑
煮
の

調
理
を
し
ま
す
。
一
緒
に
つ
き
た
て
の
お
餅
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

【
募
集
対
象
】
・
八
雲
町
内
の
子
ど
も（
小
学
生
）

　
　
　
　
　
　

・
65
歳
以
上
の
方

【
参
加
費
】

・
子
ど
も　

4
0
0
円

・
大　

人　

5
0
0
円

【
申
込
期
限
】
12
月
6
日（
水
）

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

　
　
　
　
　

タ
ッ
パ
ー（
持
ち
帰
り
用
）・

　
　
　
　
　

お
箸
・
コ
ッ
プ

外
国
語
指
導
助
手

ア
シ
ュ
リ
ー
さ
ん
・
ダ
ン
カ
ン
さ
ん
と
楽
し
も
う
！

・
英
語
で
遊
ぼ
う
！〜

親
子
で
の
参
加
者
募
集
〜

　

英
語
を
使
っ
て
お
話
を
し
た
り
、
遊
び
ま
せ
ん
か
。
親
子
で
一
緒

に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

【
日
時
】
平
成
30
年
1
月
9
日（
火
）、
10
日（
水
）、
12
日（
金
）、
15

日（
月
）、
16
日（
火
）（
全
5
回
）
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

【
場
所
】
八
雲
町
民
セ
ン
タ
ー
集
会
室
、

　
　
　
　

大
集
会
室（
出
雲
町
60
番
地
13
）

【
対
象
】
3
〜
6
歳（
年
少
以
上
、
未
就
学
）の
お
子
さ
ん
と
そ
の
親

【
定
員
】
親
子
15
組　

【
参
加
費
】
子
ど
も
1
人
5
0
0
円

【
申
込
期
限
】
1
月
5
日（
金
）（
先
着
順
）

・
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
も
う
！

〜
小
学
生
の
参
加
者
募
集
〜

　

英
語
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
や
工
作
な
ど
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！
日
本
語
の
通
訳
も
あ
り
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
16
日（
土
）
午
前
10
時
〜
正
午

【
場
所
】
落
部
町
民
セ
ン
タ
ー
2
階
講
堂

【
対
象
】
小
学
1
年
生
〜
6
年
生

【
参
加
費
】
1
人
2
0
0
円（
受
講
料
、材
料
代
）

【
申
込
期
限
】
12
月
14
日（
木
）

※
当
日
の
ゲ
ー
ム
や
工
作
の
補
助
な
ど
、
お
手

　

伝
い
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
動
き
や
す
い
靴
と
服
装
で
参
加
し
て

　

く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
先
】

　

落
部
支
所　

☎
0
1
3
7
│
67
│
2
2
3
1

　毎月第2、第4木曜日は町民ITサポートセンターの日です。町民のパソコンのトラブルやお悩みに無料

で相談に応じます。パソコンの持ち込みや電話での相談も受け付けますのでお気軽にご利用ください。

ＩＴ町民サポートセンター

八雲町公民館２階　パソコン室　10137－６３－３１３１（内線３０４）

は ぴ あ 八 雲 １ 階　情報交流室　10137－６８－２２２８（内線１２）
午後7時～9時

時　間　帯
内容
および
日程

会場・電話番号日　　程

12月14日（木）

12月28日（木）
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図書館に行こうY ─ ふらり1冊、情報ステーション ─

■八雲町立図書館　　　1０１３７－６２－２５０７
　【開館時間】　午前１０時～※午後６時
　※水曜日は午後８時　日曜日は午後５時
　【休 館 日】　月曜日､祝日､年末年始

■熊石総合支所図書室　1０１３９８－２－３１１１
　【開館時間】　午前８時３０分～午後５時１５分
　【休 館 日】　土・日曜日､祝日､年末年始

図
書
館
だ
よ
り

《
お
は
な
し
の
へ
や
》

・
お
は
な
し
ひ
ろ
ば

「
絵
本
・
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
」

・
12

月
6

日
（
水
）

午
後
4
時
〜
4
時
30

分

・
12

月
22

日
（
金
）

午
前
11

時
〜
11

時
30

分

《
集
会
室
》

・
お
た
の
し
み
こ
う
さ
く
会

　

12

月
9

日
（
土
）
午
後
2
時

「
ク
リ
ス
マ
ス
か
ざ
り
」

・
お
た
の
し
み
ど
う
わ
の
日

　

12

月
16

日
（
土
）
午
後
2
時

「
童
話
サ
ー
ク
ル
ぴ
い
た
あ
★
ぱ

ん
」
に
よ
る
本
の
読
み
聞
か
せ
や

ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す
。

・
児
童
向
け

　
12

月
9

日
（
土
）
午
後
1
時

・
大
人
向
け

　
12

月
23

日
（
土
）
午
後
2
時

　

9
ヶ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
を
手

渡
し
ま
す
。

◆
八
雲
地
域　

12

月
19

日
（
火
）

午
前
9
時
30

分
〜
11

時

（
9
ヶ
月
相
談
）

【
場
所
】
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

◎
子
ど
も
向
け
行
事

◎
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

◎
映
画
会
（
視
聴
覚
ホ
ー
ル
）

本の返却は、どちらでも受付します

イ
ラ
ス
ト
で
わ
か
る
今
日
か
ら

あ
が
ら
ず
に
話
せ
る
コ
ツ

キ
ラ
キ
ラ
共
和
国

鳥
谷
朝
代

　

プ
レ
ゼ
ン
も
ス
ピ
ー
チ
も
、
も
う

怖
く
な
い
！
あ
が
り
症
克
服
の
た

め
の
今
す
ぐ
実
践
で
き
る
42

の
コ

ツ
を
、
短
い
文
章
と
イ
ラ
ス
ト
で
わ

か
り
や
す
く
解
説
す
る
。
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
勝
つ
お
さ
ら
い
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
付
き
。

　

夫
か
ら
の
詫
び
状
、
憧
れ
の
文

豪
か
ら
の
葉
書
、
大
切
な
人
へ
の
最

後
の
手
紙
…
。
伝
え
た
い
思
い
、
聞

き
た
か
っ
た
言
葉
、
承
り
ま
す
。
鎌

倉
を
舞
台
に
し
た
代
書
屋
の
物

語
。「
ツ
バ
キ
文
具
店
」の
続
編
。

今月のオススメ本

小
川　

糸

お
が
わ

と
り
た
に

あ
さ
よ

い
と

今月の新刊本

◎毎週入る新刊図書は、図書館ホームページ「新刊案

内」をご覧ください。また、パソコン・スマートフォン

を通じて町立図書館の蔵書を検索・予約することができ

ます。

◎「やくも朗読サークル」の方々が「広報やくも」、北

海道新聞のコラム「卓上四季」、女性投稿欄「いずみ」

を吹き込みした「朗読ＣＤ」を貸し出しています。ご利

用ください。

　今年もエントランスホールにクリスマスツ

リーを飾っています。クリスマスがくるまで

の期間、ツリーを見ながら楽しい時間をお過

ごしください。

図書館二口メモ

クリスマスツリー登場Y

  年末年始の休館に伴い、下記の期間は貸出冊

数を1人最大20冊までとします。ぜひたくさ

ん借りて、読書をお楽しみください。

【期間】12月15日（金）～28日（木）

年末の貸出冊数を増やします

エントランスホールの催し

■展示「障がい者週間 ポスター展」
【期間】11月28日（火）～12月10日（日）

■八雲養護学校作品展示
【期間】12月12日（火）～24日（日）

■クリスマスコンサート
 《バレエ『くるみ割り人形』より》
【日時】12月23日（土）　午後1時15分～2時

図
書
展
示
「
図
書
館
員
オ
ス
ス

メ
！
〜
職
員
の
好
き
な
作
家
作

品
特
集
」
開
催
中

◎臨時開館のお知らせ
・12月23日（土・祝）　・1月8日（月・祝）、15日（月）

◎年末年始休館のお知らせ
・12月29日（金）～1月5日（金）まで、年末年始の
ため休館します。休館中の本のご返却は、玄関
横にあります返却ポストをご利用ください。
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・
土
日
：
午
前
10

時
〜
午
後
9
時

※
リ
フ
ト
の
運
行
は
午
後
8
時
45

　

分
で
終
了

〇
12

月
31

日
（
日
）

　

午
前
10

時
〜
午
後
3
時

・
大
人 

1
8
，
5
1
0
円

・
中
学
生
以
下 

1
0
，
2
8
0
円

・
60

歳
以
上 

1
5
，
4
2
0
円

※
シ
ー
ズ
ン
券
を
購
入
さ
れ
る
方

は
、
右
記
金
額
と
写
真
1
枚

（
縦
3
㎝

×
横
2
・
5
㎝

無
帽

無
背
景
）
を
添
え
て
、ス
キ
ー
場
券

売
所
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
親
子
ふ
れ
あ
い
ス
キ
ー
教
室

【
日
時
】
1
月
13

日
（
土
）

午
前
10

時
〜
午
後
3
時

【
場
所
】
町
営
ス
キ
ー
場

【
対
象
】
年
長
児
以
上
〜

小
学
3
年
生
ま
で
の
親
子
20

組

※
原
則
、
親
子
で
の
参
加

※
ス
キ
ー
用
具
な
ど
は
各
自
で
用

　

意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
指
導
者
】
八
雲
ス
キ
ー
協
会
員

（
Ｓ
Ａ
Ｊ
公
認
ス
キ
ー
指
導
員
ほ
か
）

【
受
講
料
（
保
険
料
含
む
）
】

　

・
大
人　

4
0
0
円

　

・
子
供　

3
0
0
円

【
申
込
方
法
】

　

12

月
29

日
（
金
）
ま
で
に
受
講

料
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

◎
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

【
日
時
】

　

1
月
16

日
（
火
）
〜
18

日
（
木
）

午
後
7

時
〜
8
時
30

分

【
場
所
】
町
営
ス
キ
ー
場

【
内
容
】
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
の
マ

ナ
ー
と
滑
走
方
法

※
初
級
者
・
中
級
者
・
上
級
者
に

　

分
か
れ
て
行
い
ま
す
。

【
対
象
】
小
学
生
以
上

（
定
員
20

名
）

【
指
導
者
】
八
雲
ス
キ
ー
協
会
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
部
員
（
Ｓ
Ａ
Ｊ
公
認

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
指
導
員
ほ
か
）

【
受
講
料
（
保
険
料
含
む
）
】

・
大　

人　

1
，
5
0
0
円

・
子
ど
も　

1
，
2
0
0
円

【
申
込
方
法
】

　

12

月
29

日
（
金
）
ま
で
に
受
講

料
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

◎
冬
休
み
ジ
ュ
ニ
ア

ス
キ
ー
教
室

【
日
程
】

　

1
月
6
日
（
土
）
〜
8
日
（
月
）

【
時
間
】
受
付
9
時
30

分

▽
午
前
の
部　

午
前
10

時
〜
正
午

▽
午
後
の
部　

午
後
1
時
〜
3
時

【
場
所
】
町
営
ス
キ
ー
場

【
対
象
】
年
長
児
以
上
〜
小
学
生

【
受
講
料
（
保
険
料
含
む
）
】

・
1
日
：
2
，
0
0
0
円

・
半
日
：
1
，
0
0
0
円

・
3
日
間
：
5
，
0
0
0
円

【
申
込
方
法
】

　

12

月
21

日
（
木
）
ま
で
に
受
講

料
を
添
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

スポーツをしようY ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

　
　
　
　
　

（
昨
年
の
様
子
）

【各事業の申し込みは総合体育館まで】

■八雲町総合体育館　1０１３７－６２－２１４１

　【開館時間】　午前 ９時30分～午後９時

　　　※日曜日・祝日は午後５時まで

　【休 館 日】　月曜日､年末年始

■熊石教育事務所　　1０１３９８－２－３１１１

☆
八
雲
町
営
ス
キ
ー
場

　
　

月　

日
（
土
）
に

　
　
　
　

オ
ー
プ
ン
予
定
！

☆
教
育
委
員
会
主
催
事
業

☆
ス
キ
ー
協
会
主
催
事
業

【
営
業
時
間
】

〇
12

月
23

日
（
土
）
〜2

月
28

日
（
水
）

　

午
前
10

時
〜
午
後
9
時

〇
3
月
1
日
（
木
）
〜
10

日
（
土
）

・
平
日
：
午
後
3
時
〜
9
時

12

23

お
得
な
シ
ー
ズ
ン
券
を

　
　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

【対象】小学生以上　　【会員】１，０００円

【申込期限】12月25日（月）

【特典】協会主催の夜間講習のうち、最初に受ける講習が無料

　　　　になるほか、安全保険の加入手続きを代行します。

【保険料】・大人　１，８５０円　・中学生以下　１，４５０円

※会員特典もありますので、ぜひご入会ください。

スキー協会は、
スキー講習会の会員を募集します

◎総合体育館　　12月28日（木）～1月4日（木）

◎温水プール　　12月21日（木）～1月31日（水）

◎町営スキー場　1月1日（月）

記載されている期間がお休みとなります

年末年始の業務案内
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